
ISSN 0285-5631 

第26巻第2号 昭和59年 3月

ー一一一~ーー『一一一一一一-.._-一一一ー--一一ー}一一一~_~-，-一一，_--一一一一一-ーー一_ ..一ー?百一ーマー?で-，-4"一戸ー---，-一戸....，;:--ーーザーーャ一一ーす?で?一一~ーーー【一戸〔一一ー『ザー--一一回一一一一ー---一一九、、、'.，.'Oc 】 .，'1 '_ • ~~'，、" ，‘'_  ， ι ‘ ，"'. ‘ 1 、、 可 白い 、 . 
司 "， ~.r. ~r" り'.巴、'

一一一一一一一一一一一一一一一"--"，，.. ; .. .:1.一一一一一一一一一

.日本畜産学会北海道支部会報
一一一一一一一ーァ一一昨 司叶一一、一一?一一ナプデー~ー?一ーで一一プ一一ーでア. ，一四ーで--.，"!-，.-._‘ ・ 1 

J_，_牛、勺一 I

ー一一ー一一一一ーιーーー一_---一ー一ー一一ー一一ー一一一一一---..:u_一一一一一一一一一-'-ー一ーーー一-~ー-一一一一ームh一一一一ーーー」ー一回目‘ー-ー_'---~ 
』 ι

• 

日本畜産学会北海道支部



技術で分析の世界をリードする
目立理化学機器目立理化学機器センター

目立理化学機器特約庖! | 

(株)木村器械庖
札幌市中央区北 7条西19丁目38番地

T E Lく011>代表 (644) 9 2 6 1 

支庖帯広市東|条南12丁目17番地

号080T E Lく0155>(24)3163代表

• 



目 次

総 首
ん一一=凪

アンモニア処理乾草の調製と利用…ーーーーーーーー帯広畜産大学一一一一藤 田 裕....... 1 

高産乳牛の飼料給与一一一ー…一-------------一一--------…北大農学部一一一一一一一一上 山 英 一一一一 13

乳廃牛の肥育一一一一一一一一一-------------一一一一-------- ーー新得畜産試験場一一一裏 悦次一一一 27

• 発酵乳の生理効果 一一一一帯広畜産大学一一一一祐 川 金次郎.......41 

関連研究会の紹介一一----・ E・-----------一一----------------ー一一一ー 『 ー一一一----・ E・-一一一一一一一一一一一一一--------一一 51

会 務 報 告一 一----------ー一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 ー一一一..........53

会 員 名 簿 ー ー一一一一ー ーーー ー 一ー一一----ーーーーー------------ーーーーーーーーーーー-----------ーーーーーーーーー一ーーーーーー.54 

賛助会員名簿一 ーー 一一一一一一 56

. 役員名簿

支部細則および諸規定一



• 

• 



アンモニア処理乾草の調製と利用

帯広畜産大学藤田 裕

昭和58年の北海道の夏は，極めて厳しい気象条

件にさいなまれたo とくに 1番草収穫期にかかる

6月の全道平均気温10.7oC，平均降水量123mm，

日照時間 115hは，平年同期の 13.7oC， 96捌，177

h (いずれも北海道気象速報による)にくらべ今

期の悪条件ぶりを如実に物語っている。しかし近

. 年の気象パターンからすrof，58年夏のみが特異
な例外となる保証はない。そして，このような牧

草収穫期における低温多雨が貯蔵飼料の量・質確

保の面から北海道の酪農，肉牛生産を今後とも圧

迫しつづけることは，十二分に予期しなければな

らないところであろう。

乾草調製に付随する気象上の制約を消去する有

力な方策として，牧草サイレージの利用はほぼ完

全に定着したが，一方で，牧草サイレージも調製

条件により品質・栄養価が必ずしも安定しないこ

と，多汁性粗飼料に過度に依存することへの不安

などから，一定量の乾草は常時確保したし、という

意識が根強L、。最近の大型ロールベーラーの導入

による乾草調製作業の能率化も乾草の利用量を確

保するのに主要な役割を果しつつある。

しかしながら，ロールベールにせよ直方形コン

パクトベールにせよ，ベール時の適正水分含量を

.常に順守することは実際上極めて悶難であり，生

乾きのままベールされる割合は低いとは言えない。

この場合，収納後の発熱変敗によって生ずる養分

損失と品質低下とともに発徽乾草の毒性と取扱い

時の衛生問題，さらに収納後の自然発火が重大

な火災事故に至る事例の増加6---9)など，包括され

る問題点は多い。

このような乾草調製にかかわる技術上の問題点

1. アンモニア処理乾草の調製法

飼料に対するアンモニア処理の技術は，本来，

低質粗飼料の飼料価値改善方策の一環として早く

から注目されて来た。すなわち，稲ワラ，麦ワラ

をはじめ，種実用とうもろこし茎葉，その他農場

副産物類や製造副産物類など，そのままでは栄養

価，採食性の点で飼料としての利用が限定される

材料に対するアンモニア処理である。これは低質

粗飼料のアルカリ処理法のーっとみるべきもので，

とくに炭水化物区分の消化性を高め，飼料価値を

増強することが主眼となる。そこで、は，同時に，

アンモニアの形で、の非たんぱく態窒素(NPN)補

足と採食曙好性の改善効果も広く認められて来た。

このような低質組飼料の飼料価値改善伎術として

のアンモニア処理法は，ヨーロ、yパ，とくにドイ

ツ，ノルウェーで早くから進展するとともに，カ

ナダ，アメリカでも急速に関心が高まり，最近で

は主としてNPN補足の面から， コーン・サイレー

ジへの応用が活援化している:刊のわが国におい

ても，もみ殻や稲ワラ，麦ワラ類，さらにホール

クロ、yプサイレージに対するアンモニア処理法に

ついて基礎から実用に至る研究活動が進んdt?弐)
北極道では，とくに58年度の粗飼料不足への懸念

から，小麦ワラのアンモニア処理が関心を集め，

各地で試行的利用例が増加しているのは周知の通

りである。

これら低質粗飼料の飼料価値改善を直接目的と

するアンモニア処理については，いくつかの総説

が発表されているのでfN4)参照願うこととし，

ここでは乾草の品質保全を目的とする無水アンモ

ニア処理法に主題を集約したい。

を背景に，最近，乾草の貯蔵性と品質改善を主目 1)アンモニア処理の作用機序

的とするアンモニア処理法が研究と普及の両面か 無水アンモニア(Anhydr ou S ammonia，:NH3) 

ら急速な進展を見せてし、る。 は，沸点-330C，気化状態で非常に軽く(比重:

本稿ではこの問題をめぐる最近の研究成果を中 0.60) ，かつ水に溶け易し、口水に対する溶解度は

心に記述する。 20
0Cで水 1容に対し 702容，水分存在下では植物

組織に極めて容易に浸透吸着する。飼料価値改善
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法としてのアンモニア処理では，植物体に宅手お〕

たアンモニアによって組織の「アルカリ膨化J ' 
を生ぜしめ，細胞壁構成分の膨潤化と一部可溶化

に基づく組繊維区分の消化性増大を期待すること

になる。また，アンモニアは周知のように反すう

家畜に対するNPNi原として利用可能であり，エネ

ルギー源飼料との適切な組合せによって，アンモ

ニア処理飼料に残存するアンモニアはたんぱく質

源補足効果を発揮で、きる:5~7)

一方，無水アンモニアは各種菌類に対する生育

阻害作用を有し，とくに酵母やカピ類に強い効果

を示すJ9)この点から，防徽制菌剤としての用途
~，Qft4 2) 

が開発され，柑橘類やトウモロコシ穀粒のわ蔵，

作物土壌中の有害菌類や線虫類の制御43，44たどに

応用されて来た。生乾き乾草の貯蔵性改善に対す

るアンモニアの応用は，この延長上に位置するも
45. 46J 

ので， 1974年および1975年におけるKnapp'6 ' 

の研究成果を契機として欧米諸国で急速に関心が

高まった。 Knappらの研究はアンモニア処理乾草

の貯蔵時における養分損失とともに化学成分や消

化性の変化に力点を置いたものであるが，Kuntzel

ら(即9，1卿 17，48)は，さらに徴生物学的検討
を行って次の諸点を明らかにした。すなわち，水

分25.........55婦の原料乾草に対して1.5.........2.0婦のアン

モニア処理により，酵母類の顕著な生育抑止作用

がみられること，同じく 4.0%処理により，中温お

よび高温細菌の増殖も阻害されることが見出され

た。同時にこの成績では，高水分状態の半乾草で

も2カ月以上にわたって変敗することなしに耐過

しうることが示されているが，この聞に半乾草か

らの水分蒸散が活設に行われるので，処理乾草は

一旦処理が完了して開放状態で収納されていれば

次第に低水分となり，長期の貯蔵がさらに確実と

なるO

2) アンモニア処理の手順と条件

処理の作業手順は，細部については次に述べる

ような処理条件によって若干変動はあるが，基本

的な手順は，①原料乾草の堆積，②堆積乾草の被

覆密封，①アンモニア注入，④一定期間放置，⑤

開封=残存遊離アンモニア除去，としみ単純なも

のである。従って，特別な建物設備，機器類は必

要としなし、。作業手順の実際と必要な資材等に関

しては，多くの解説書，普長雀お 55)が発表され

ているので参照されたい。

上記の処理手順や処理効果にかかわる，アンモ

ニア乾草調製時の条件としては，これまでの研究

成果から主要点をあげると以下の通りであるo

原料乾草の草種:アンモニア処理を適用できる

乾草の草種はとくに限定されなし、。これまでの試
45， 4(j 50). ...5~.. ，":::: 5!Ù 

験例では，アルファルラァ，オーチヤードグラズ，
56，57.60) 46) 47.48) 
チモシー， トールフェスグ，ライグヲス，クロー

ミー・チモシー混播-J_~) ラディノクローパー・ト
ールフェスク混播貨などが供試され，いすやれも満

足すべき処理効果が認められている。

アンモニア処理乾草は生乾きの状態でベール収 . 

納できるため，乾燥ーベールー収納の各段階での

葉部脱落や日光・降雨による漂白作用を著しく軽

減できる点で意義が大きいj5，4のこの点はとくに
マメ科牧草で強調できるであろう。

原料乾草の水分含量:乾燥が不充分な高水分半

乾草に対してアンモニア処理を施す場合，どの位

の水分含量まで処理しうるか，としみ原料乾草水

分の上限が注目されるD また，乾燥を終った低質

乾草の飼料価値改善を目的とする場合，水分含量

の下限が問題となろう D これらは，アンモニアガ

スの水に対する高い溶解性と植物体組織への浸透

吸着度の関係を考慮すると重要な点である。

アンモニア処理の効果と材料水分の関係は， ワ

ラ類など低質粗飼料の処理について早くから検討

されているが，稲ワラに関するWaissら(1972
6y 

の成績によると，室温でのアンモニアガス 5弼注 a・
入の場合，材料あたり20.........30弼加水の時に処理効 ー
果(消化率の改善)が最大になるとしている。ま

た，小麦ワラについての三上ら(1983 )の最近の

報官込比水分含量25--35向範囲内では加水量

増加による消化率改善効果のちがし、は著しいもの

ではなかったとされる。

牧乾草に対する処理では， Ku向 elら(198打)
が材料の水分含量と処理乾草に残存するアンモニ

ア量の関係を検討している口その成績によると，

水分含量35-"'50婦の範囲では吸着アンモニア量の

ばらつきが大きくなることが示されており，アン

モニア吸着量の変動にはアンモニア注入量以外の

要因が関与することが考察された。
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一般に低質組飼料に対するアンモニア処理では、

水分含量1O~50 婦が実際的適用範囲とされている1
乾草を生乾き状態で貯蔵した場合，発熱発徽を生

じ易い水分含量の最少限界は 20~25 婦でAγf)か
っ自然発火につながる危険域は水分含量30~40 婦

の範囲内にあぎとされる。また，これまでの牧乾

草に対するアンモニア処理の試験例では材料の水

分含量25~40% の範囲で供試されているものが大

部分で，いずれも，この範囲内で好結果を得てい

る。従って，実用上の見地から半乾草の発熱やカ

ピの被害を防ぎ貯蔵性を改善するためのアンモニ

ア処理を行うとすれば，材料水分20~40 婦が一応

.の適用範囲となろう。

アンモニアの注入量と処理期間:アンモニア注

入添加量は，低質粗飼料の消化性改善目的の場合，
}4) 

材料あたり 5弼前後が望しい量とされているか，

実用上，カナダやノルウェーでは麦ワラ処理の場

合，乾物あたり3.5婦の注加が推奨されている19)
アンモニア処理が他のアルカリ物質による処理

とやや趣を異にするのは，一定の処理期間を経過

したのち，過剰の処理剤(アンモニア)が存在す

.温
度

。c NH3注 入 開

一一一一一一一一封
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る場合はこれを空気中に放散させて除去できる点

である口これは利点でもあるが一時的かつ少量と

は言え大気汚染の原因ともなり. しかも無駄を生

ずることになるo 従って，注入したアンモニアの

回収率(牧草への吸着割合)を高め，同時に処理

効果を最大ならしめるために注入量を適正に調節

することが必須となる口

半乾草処理の場合は，前述のように微生物増殖

の抑制が主眼となるため，添加注入量は低質粗飼

料の消化性改善の場合にくらべて，やや低く設定

される o Kur山 elら(1980'う，8)は，材料原物あたり

1.5 --2:0婦を最少量としてし、るほか，おおむね 3
i:ぺ佐56--60) 

弼以内で好結果が得られるとする報口・か多し、。

箭原ら (1982)58)は， 1婦、圧入添3日ではカピの発生を抑

制できず， 2-3弼を適正レベルとしてし、る。また，緊

留と圧縮されたロールベールで一旦発索め清まった場合

同注入量を増やす必要のあることも糊されている:2j
アンモニア処理時の半乾草は，反応熱により注

入直後から各部位平均45
0

Cに及ぶ急激な温度上昇

がみられる(凶 1)。この温度上昇は時として部

位により 80
0

C以上にも達するが，概ね数時間内に

NH3処理ベール※

ー一一ーー一ー無処理ベール※

※ベール内部上、中、下層
の平均温度。

o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 

ベール後の経過日数

60) 
図1 高水分ベール乾草の内部温度変化とアンモニア処理(熊瀬ら、 1982). ' 
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終息しはじめ， 8 """"14日目には外気温のレベルに

戻る。このような温度上昇・下降のパターンから

みたアンモニアと乾草組織の反応の進行状況，お

よびアンモニア処理における反応の進行はカセイ

ソーダ処理の場合 C48時間)よりも20日程度おそ

くなるという KlopfensteinC198行)の指摘を考慮

すると，半乾草の処理については 2""""3週間の被

覆密封期聞が効果的と考えられる。

一方，アンモニア反応時の発熱により，多量の

水分の蒸散が起り，これが被覆シートの内面に凝

結して堆積乾草の上表面を過湿状態にする。アン

モンニア処理乾草では，ベール時の高水分を堆積

放置中に発徽変敗をともなわずに蒸散させうるこ

とが一つの特質であり，さらに被覆用シートの再

利用を考え合わせると，あまりに長期間堆債を被

覆密封しておくことは得策ではない。

アンモニアの注入形態:低質組飼料に対するア

ンモニア処理では，アンモニア水 CNH40H)の

形で添加注入する方式が初期には用いられていた

が，高水分乾草(半乾草)に対する処理では無水

アンモニアをそのままガス状で注入する方式が急

速に進展した。この方法によれば，アンモニア水

利用の場合のように多量の水を取扱う必要がなく，

アンモニアは被覆された堆積乾草の内部で拡散浸

透が自然に行われるので，堆積全体への均一な処

理が容易となる。箭原および沼jll(19g153) は

NH40H処理とNH3処理を比較し，NH40H処

理では処理効果がやや劣り，効果のばらつきが大

きいとしている。このボンべからガス状で放

出注入する方式は，注入の進行とともに気化

熱がうばわれ，ボンベ内部温度が著しく低下

する。この結果，放出圧が下り，気化放出速

度は極端に低くなる。従って，この方式によ

るとアンモニアの注入に多大の時間を要する

ことになる C50kgボンベ全量の放出に約 2日
間を要Jれで)注入を短時間内に完結したい
場合には，液化アンモニナを落差を利用して

直接ボンべから堆債下部に流入させ，堆積内

部でアンモニアを気化させる方法を適用でき

る。カナダやノルウェーにおける麦ワラ処理

の場合にみられるように，タンクローリー車

によってアンモニアの分配が行われる際は，

この直接注入方式によることになる?)

処理温度:注入したアンモニアと乾草組織との
1， ~ 64) 

反応は高温条件下で促進される。

低質粗飼料に対するアンモニア処理法の検討に
21) 

よると，稲ワラでは450C~~/ トウモロコシ茎葉(ス

トーパー)では90ぞの処理温度保持が処理期間を

短縮する上で効果的とされる。同様に.Waaεepe-

tersenおよびVest叫 aadThoms似 1971;は，

大麦ワラについて，処理時の温度を15
0C上昇させ

ることによってアンモニア注入レベル1.5弼増加分

に相当する効果，または処理期間を.4.5倍に延長

したと同等の効果を期待できるとしているo

しかし，半乾草に対するアンモニア処理の場合.

は，自然環境温度下で処理されるのが常態である

から，温度条件は外気温および前記のアンモニア

注入時における一時的な温度上昇の範囲に限定さ

れることになる。箭原および沼川(問1
5
))は，半

乾草処理時の温度条件との関連で，アンモニア処

理の際に用いる被覆シートの透光性の影響を検討

し，透光性の高いシートほど被覆内部温度が高く，

処理効果が高いとし，黒色よりも無色透明シート

の使用を推奨している。

これらの点から，半乾草に対する処理において

も，なるべく外気温の高い時期に，直射日光を受

け易い場所で処理を実施することが望ましいと考

えらオ1る。

乾草の堆積方法:大量の半乾草に対する処理で

は，実用上は直方形コンパクトベールまたはロー

写真1 スタック法によるアンモニア処理

• 
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ルベールを堆積して処理するのが一般的であるが，

ルーズへイや細切乾草についても適用できる。麦

ワラのアンモニア処理法として知られるノルウ

ェ一法(スタ yクば?で、は、直方形コンパクトベ

ール 300個程度を約 2mの高さに立方状に堆積し

て処理する(写真 1参照〉。また同じくカナダの

方式では大型ロールベールを 4個連接させて列条
49) 

をつくり処理する方式が推奨されている。これら

麦ワラ処理の方式はそのまま半乾草に適用されて

いる。

3) アンモニア取扱い上の留意点

無水アンモニアの飼料的利用(貯蔵性および飼

.料価値の改善)が比較的急速に普及進展したこと

は，欧米の場合，価格面で利用し易いことと共に

アンモニアを注入できるとし、う簡便さが評価され

ていると思われる。利用者はベールした材料を堆

積し被覆する作業を完了すればその後はさしたる

煩雑さなしに処理工程が進行する。

• 

しかし，工程が単純であるだけに，安易な作業

実施が思わぬ事故につながる可能性を考慮してお

く必要があろう。

アンモニアは高濃度で、は人体に有害かつ可燃性

のガスであり，非常に気化し易い物質を高圧で液

化した状態で、取扱うことになるので，作業者は一

定の取扱い基準を順守しなければならない。

まず，人体に対する有害性について，アンモニ

は体内に蓄積される毒物ではないが，人体組織，

とくに粘膜に対して強い侵蝕作用をもつことに留

意すべきである。通常50ppm程度から臭を感知で

き，空気中408ppmでノドに痛み， 700ppmの濃

度になると眼に激しい刺激を感じるとともに出血

およびまぶたの腫脹を生じ，直ちに適切な治療処

置を講じなければ失明に至る場合もありうる D

1700ppm'では吸入すると肺水腫を起し，致死の危

険性もある。体表皮膚への影響で、は2000ppmの濃

度になると数秒間の接触で皮膚表面の損傷，水泡

の発生をみ芝JO)
一方，可燃性物質としての特性は，空気中16~

25婦の濃度範囲で燃焼可能状態となり，爆発の危

険性をもつが，引火性はそれほど強くない。着火

温度は480--815
0Cで，その時の湿度が着火温度の

変動に関与する。しかし，カナダにおける麦ワラ

処理の事例では，過去に爆発や着火の発生は皆無

であるという。)

上記の危険性回避の対策を含め，カナダの普及

資泊りでは一般的注意事項として以下の諸点をあ

げている(ス夕、yク法について)。

①アンモニア注入用のパイプは鉄製のもの用い

ること(アンモニアは銅，銅合金，アルミニウム

合金，その他メ、yキ製品に強い腐蝕性をもっ〉。

②プラスチ、yクパイプは風化によってもろくなっ

ている場合があるので注意が必要。①被覆プラス

チックシートは0.15脇扉程度のものを用い，風に

よる損傷を防ぐためにス夕、yク被覆の外面に何カ損

所かロープをかけること。④ス夕、yグの設置場所

は既存建物から離しておくこと。⑤注入作業の際

はゴム手袋，ゴーグルを着用し，不時のトラブル

に備えてアンモニア防除用マスクを携行すること。

⑥作業時にはアンモニアが眼や皮膚に接触した時

の洗糠用に大量の水を準備しておくこと。⑦被覆

シート開封時は微風状態が望ましいが風向を考え

人家や家畜の方向にアンモニアが流れないように

すること，などであるO

なお，ボンベ入りアンモニアの消費について，

わが国ではとくに法的認可(高圧ガス取締法によ

る〉は必要とされなし、ロまた，アンモニアは特定

化学物質(第 3類物質)に該当するが，個人消費

の場合には労働安全衛生法の適用はなし、。ただし，

第三者を雇用して労使関係を成立させてアンモニ

ア消費を行うような場合には，事業者として同法

および特定化学物質等障害予防規則による規制対

象となる。ボンベの保管については一般高圧ガス

保安規則により 40
0C以下に保つことが指定されて

いる。

2. 化学組織の変化と成分損失
1) 化学組成の変化

アンモニア処理にともなう牧草化学成分上の主

な変化としては，残存あるいは植物組織に吸着さ

れたアンモニアを主体とする窒素区分の増加と，

細胞壁構成成分の質的量的変化が観察される。

前述のようにアンモニア処理乾草では，アンモ

ニア注入後，一定期間密封し次いで、被覆を除いて

過剰の遊離アンモニアを放散させるo 従って残存
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するアンモニアの多くは何らかの形で、組織内に溶 注入量により変動するが，無処理原料草にくらべ

存または吸着した状態となっており，これは一般 て処理乾草は1.3 -... 2.0倍の粗たんぱく質含量を

化学組成上，粗たんぱく質区分の増加となる。こ 示すことになる(表 1)口

の増加量は，原料乾草の状態やアンモニアの添加

表1. アンモニア処理による高水分乾草の組蛋白質含量と貯蔵性・消化率の改善効果

Knappら 諸原・沼川 KUntze1 & Pah10w 髄瀬ら

(1975)46) (1978)56) (1980)48) (1982， 1983)60，62) 

主体原都草種 アルフタルウタチモシー ライグラス チモシー

アンモニア注入割合
(原物あたり%) 1.0 3.0 1.0 1.5 1.6 4.8 

原総↓l乾草水分合i立
32.4 36.9 43 52 

(%) 29.4 40.8 

16.3 8.4 12.5 10.0 13.3 • (乾物あたり%)'lNH3処理 21.9 15.7 20.3 25.4 工6.2 2工.4

乾物損失率(%) f無処理 15.1 8.1* 8.0*夫 18.5 19.0 

NH~処盟 9.9 1.4 6.5 3.2 0.6 4.8 

60.5if 35.2甘 61.8 61.8 

NH3処理 66.1 it 53.3甘 62.3 66.3 

有機物消化率(%){無処理 37.0 t 65.6対世 63.1 62.2 

NH3処理 54.6汁 69.1 it 73.8廿 63.4 67.6 

N D F消化率(%)イf無処理
47.0サ 32.9甘 67.1 73.2 

NH.3処理 56.9甘 47.2甘 70.4 81. 5 

粗蛋白質消化率(坊!無処理 38.0甘 50.3 44.3 

NH3処理 56.8甘 60.1 52.5 

*著しい変敗による魔棄部分を除く。 +NX6.25. 

H 良質乾草を対照とする。 甘.止ユ斗~消化率・

物として存在するものと推定されていとアンモニア処理時に添加注入した遊離のアンモ

ニア単体がどのような形態で処理後の牧草中に残

存するかは，NPNの補足効果=家畜体における利

用性の面からも興味ある点である。

牧乾草について，箭原および沼川ω97856)比.
アンモニア処理された低質粗飼料(稲ワラ，麦

ワラ，モミガラなど〉では，水溶性のアンモニア

態およびアマイド態窒素のほかに， NDFゃADFな
どの繊維質区分に結合した窒素成分が増加するこ

202主26，65)
とを指摘する報告が多いD

稲ワラに対するアンモ主ア処理の場合，これら

の窒素成分の一部は熱水不溶性で比較的強く繊維

質区分に吸着されており，吸着された全窒素中約

附をしめ'るとい ~82 また，アンモニア処理にょ
に増加した窒素の一部は，たんぱく態窒素として

も測定されるが，これは主にリグニン化窒素化合

チモシー 1番草およびオーチヤードグラス 2番草

のアンモニア処理(対原物 2-...3弼〉により増加

した窒素区分のうち，約30婦がNDF区分に結合し
ており，その多くがヘミセルロース区分中に存在

するとしている。

一方，アンモニア処理にもとづく炭水化物区分

の変化としては~ NDFの減少とADFの相対的増加
}O， 56， 60) 

が特徴的に認められる D このことはアンモニ

ア処理によってヘミセルロース区分が減少するこ

とを示すもので，箭原および沼川(lm5fkへミ
セルロース減少量とジアスターゼ溶解性区分の増

加量がほぼ一致するところから，ヘミセルロース

の一部が易利用性炭水化物に変化するものと推定
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している。

一般に粗飼料のアルカリ処理における飼料価値

改善効果は，主として構造性炭水化物の易溶化に

よるところが大きし、。上記のアンモニア処理にも

とづく炭水化物区分組成の変化は細胞壁構成分消

化率の向上に結びつくものであり，アンモニア処

理が貯蔵性の改善と共に家畜における利用性の向

上にも有効なことを説明するものと言えよう。

半乾草に対するアンモニア処理後の一般化学組

成では，貯蔵性の面から水分含量の変化を発熱と

の関係で注目する必要がある。

. 高水分状態でベールされそのまま堆積された半

乾草(未処理〉は，最初の数日内に発熱を開始し，

内部温度は急激に上昇する。図 1に示した例で、は

堆債 3~5 日目に内部平均温度で50
0

C近くに達し，

その後一旦下降傾向を示すが再び上昇がみられ30

~400Cの状態が全体で、数週間続いている。この比

較的緩やかな発熱期間内にベール内部(この例で

はロールベール)では適度の水分と温度が確保さ

れた結果，急速に好気性微生物の増殖が進行する

ことになる。そしてこの間にも絶えず水分の蒸散

が行われるので水分含量は次第に減少し，やがて

は通常乾草の水分レベルに至るが，それまでに変

敗は極大となる。これに対し，アンモニア処理乾

草では，アンモニア注入当初に急激な温度上昇が

みられた後，短時日内に下降し外気温レベルに戻

る。一般に相当期間貯蔵後(たとえば40日)もア

ンモニア処理乾草は未処理乾草にくらべ水分含量

.はやや高めとなるが，内部の発徽変敗はおさえら

れる D このように，アンモニア処理乾草では当初

の変敗を生じ易い高水分状態の期間をアンモニア

の強い防徽制菌作用によってしのぎ，被覆を取除

いた後は水分を蒸散させつつ組織に吸着残存した

アンモニアとの協調によって貯蔵性を安定させる

ことに特質があると考えられる。

2) 貯蔵中の成分損失

乾草は一旦ベールされ収納されればその聞の成

分損失についてはあまり関心がはらわれないのを

常とする。しかし，乾燥不充分な状態で収納され，

発熱発徽を生じた場合は相当度の貯蔵ロスを見込

まねばならなし、。高水分状態での発熱は前項1)で

述べたように多量の水分蒸散をともなうので，ベ

ール全体重量は当然大幅に減少するが，この際の

重量減少は単に水分量の減少のみによるものでは，

ない。高水分乾草の発熱は植物体成分の酸化分解

に由来するものであるから，発火に至らない場合

でも時々刻々，貴重な飼料養分が自に見えない燃

J 焼作用で、失われて行くことを銘記すべきであるO

このような発熱にともなう養分損失をアンモニア

処理によってどの程度軽減できるかは，アジモニア

処理乾草調製の効果を見積る上で主要な指標とな

ろう。表 1に既往の研究報告におけるアン王ニア

処理乾草の乾物損失に関する成績を併記したので

参照されたL、。処理条件によって効果発現の程度

は変動するが，貯蔵中の乾物損失割合はアンモニ

ア処理により明らかに低下させうることが示され

ている。熊瀬ら(19826~)の報告で、は，このほか全
有機物の貯蔵時損失は無処理高水分半乾草(水分

29弼)における19婦に対しアンモニア処理乾-草で

は l婦にすぎず，無処理乾草では有機物中とくに

組たんぱく質の損失が著しい(29弼)ことが明示

さnた。

発徽乾草の化学組成のうち，粗たんぱく質含量

自体は一般に低水分で調製収納した場合や収納前
4日)

の原料乾草にくらべて著しい差を示さない が，

これは当然ながら貯蔵時の損失がなかったことを

意味するものではない。上記の無処理高水分乾草

の組たんぱく質損失割合を考慮すると，アンモニ

ア処理は単にNPNの補足のみでなく，原料乾草に

既存の牧草たんぱく質の損耗を防止する上でも意

義が大きいと考えられる。

3. 家畜に対する効果

アンモニア処理乾草の特質としては前項2Jで述
べたように，高水分半乾草についてはまずアンモ

ニアの制菌作用を活用した貯蔵性の改善に力点が

置かれるが，同時に家畜に給与した場合の消化性

および採食性の向上段JPN源供給の効果が加味さ

オ1ることになる。

1) 消化率の改善効果

低質粗飼料に対する処理では，材料あたり 2--

5弼のアンモニア添加注入により有機成分，とく

に炭水化物区分の消化率改善がみられるのが普通

である。このアンモニア処理にともなう消化率改善

-7-



効果については，細胞壁構成成分，とくにベント

ースから構成されるへミセルロースの可溶化ある

いは・消化酵素作用を受け易い状態への変化による

ところが大きいとされる?)最近，寺島ら(1978
25) 

はヘミセルロースのもつウロン酸ェステル結合の

アンモニア処理による解離の可能性を指摘し，さ

らに I仙ら(1981守)は走査電顕の観察結果から

アンモニア処理による組織像の変化をルーメン内

徴生物の消化活動との関連で、検討している。

貯蔵性の改善を主目的とする高水分半乾草のア

ンモニア処理では，アンモニアの注加割合が比較

的低いこと，ならびに原料乾草がもともとある程

度高い消化性をもっていることから，麦ワラ類に

対する処理のように，常に劇的な消化率向上がみ

られるわけではなし、。しかし，表 1にみられるよ

うに材料原物あたり 1--3婦のアンモニア処理に

より，貯蔵性の改善と共に，消化率の向上効果が

多く認められる。とくに無処理乾草の変敗が著し

く進行した場合には，いわゆるHeatdam込270)
による消化率低下をも含めて考えると，アンモニ

ア処理乾草の相対的な有利性が際立つことになる。

この点に関して，調製時に降雨にさらされ変敗の

著しい粗悪乾草にアンモニア処理を施すことによ

って消化率の改善をはかりうるこ2ヤあるいは，
一旦発熱を開始したベール乾草に対しての処理に

より発熱変敗の進行が阻止できると共に，対照変

敗乾草にくらべ高い消化率を確保で、きること，62)

さらにベール後 3日を経過した半乾草においても

アンモ二ア処理の効果は直後処理のものと大差な

いこと?)などの報告がみられる O これらの成績は，

組悪乾草の消化率改善とともに，調製・収納過程

で何らかの失宜により発熱変敗を生じつつある乾

草の救済にアンモニア処理が有効なことを示すも

のと言えよう。

2) 窒素の利用性

平均的レベルのアンモニア処理(半乾草原物あ

たり 1--3弼)により，乾草の組たんぱく質含量

は原料乾草の1.3 --2.0倍に増加する。この増加

分の窒素は，必ずしも遊離単体のアンモニアとし

て存在するものではなく，大部分は植物体組織に

吸着し，一部はとくに繊維性物質と強固に結合し

ていると推定されるため，反すう胃内での動向が

窒素利用率との関連で注目される。 Terashima

( 198行)は，%で、ラベルしたアンモニアにより処

理された稲ワラについて，組織に吸着された窒素

のルーメン微生物への取込みを調べ，アンモニア

処理によって増加した窒素は他の窒素化合物と同

様の割合で微生物体に利用されることを示した。

一方，熊瀬ら(1983ザ)は，高レベルで、アンモニ

ア処理(半乾草原物あたり 4.8弼〉を行った乾草

の単独給与ではルーメン内アンモニア濃度の著し

い上昇と窒素蓄積率の低下傾向を認めている。こ

の成績から判断されるように，アンーモニア処理を

施した粗飼料に残存するアンモニアの利用性につ

いては尿素をはじめとする他のiNPNと同様p 給与.

すあ際の飼料構成が問題となろう。 Miraら(1983)'J

はアンモニア処理大麦ワラの肉牛育成に対する自

由採食試験で，アンモニア処理ワラは圧ベん大麦

との併給により，ルーメン内分解性たんぱく質

(RDP)の要求量と供給量を適切に合致させうる

こと，ならびに無処理ワラ給与時にくらべ明らか

な増体改善がみられることを示した。また.Kung 

およびHuber(198~~ によると，泌乳初期の高泌
乳牛の場合でも，加熱大豆のような低分解性たん

ぱく質飼料を組合せることによりアンモニア処理

コーンサイレージの窒素を有効に利用できるとさ

れる D 同様に Colenbrander(198坊主，アンモニ

ア処理コーンサイレージをコンプリートフィード

の基礎飼料として用いた場合，全窒素の16領相当

をアンモニア由来の窒素で効率よく代替できると

している。

アンモニア処理乾草の給与にあたっても，窒素.

利用性をめぐる今後の課題として，併給する濃厚

飼料および他の組飼料中の窒素形態の影響を考慮、

する必要があると考えられる。

3) 採食性および生産効果

アンモニア処理を施された乾草は，一定の処理

期間を経過したのち被覆を除かれて放置される。

この聞に未吸着の遊離アンモニアは大部分が急速

に放散されるため，処理済みの乾草はアンモニア

の刺激臭はほとんどもたない。堆債やベールの形

態にもよるが，開封後数日ないし 1週間を経過す

れば，そのまま家畜に給与で、きる。

処理乾草の採食性は一般に極めて良好で，処理
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乾草(アルフアルファ〉を肉用牛に給与したPur-

due大学の試験-wu
50
)では無処理乾草給与時にくら

べて自由採食量は約20弼増加し，増体も 1日あた

り約2009以上改善された。同じく，泌乳牛に対す

るアンモニア処理アルフアルファ乾草の給与例で、

は，低水分(19弼〉で収納した良質乾草を対照と

した場合にくらべ，保食量(体重あたり処理乾草

乾物 2弼摂取)，乳量，乳質とも全く遜色がなか

った。また，北海道農試におけるアンモニア処理

オーチヤードグラス 2番乾草の給与試験(給与日

量 2K9 )でも，泌乳成績は通常乾草給与期にくら

べて大差ないことが示されたo

.現在までのところ，乳牛，肉牛に対するアンモニ

ア処理乾草の大量給与試験の成績は限定されてい

るが，低質粗飼料に対するアンモニア処理関連の

成績を含めて評価すると，平均的アンモニア注入

レベル(半乾草原物あたり 2---3弼)による処理

乾草は通常の良質乾草と同割合での置換えが可能

となろう。 ただし，この場合，粗たんぱく質供給

量の一部ぽ河PNとして評価すべきで，給与飼料の

構成上若干の配慮、が必要と思われる。

くおわりに>

本稿ではアンモニア処理法を適用した場合の経

済効果については触れ得なかったが，無水アンモ

ニアの価格は地域により流動的であり，現在のと

ころ，北海道地区では必ずしも際立って安価な処

理剤とは言えなし、。被復用ポリエチレンシートの

.経費等を合せ考えると現状では仕kり乾草(水分

15弼換算， NH33弼注入の場合 )1 kgあたり 12---

13円の経費となろう。従って，この経費に見合う

付加価値をアンモニア処理によって生み出せるか

どうかの判断に帰することになる。

一般に乾草確保にあたってややもすると見逃さ

れ易いのは，調製貯蔵過程の養分損失で£るが，

アンモニア処理によってこれが大幅に軽減できる

こと，早期梱包，早期収納が可能なこと，不慮、の

火災事故を防止できること，特別な設備機器が不

要なこと，さらに処理後の飼料価値改善効果をも

合せて評価するとアンモニア処理乾草の有利性は

決して小さいものではない。牧草収穫時の気象条

件をにらみながら，臨機臨場的に応用できる技術

として定着することが期待される。

本稿をまとめるにあたり資料の蒐集整理に御協

力いただいた帯広畜産大学・熊瀬 登氏に扉く感

謝の意を表します。
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高産乳牛の飼料給与

北海道大学農学部

はじめに

最近のわが国における酪農は、消費の伸びの鈍

化や外国製品との競合などから、生産調整を余儀な

くされるという厳しい環境下にある。こうした情

勢下で、経営の収益性を維持していくための方策

の 1つとして、飼育牛個体毎の産乳量を高めるこ

. とが肝要とされ、生産者の聞にも次第に関心が高

まって来てし、る。乳牛の産乳量を高めるには、遺

伝的泌乳能力の向上を目指す育種面での対策と、

その素質を十分に活用するための飼養・管理面か

らの対応とが相侯って、はじめて可能となる。後

者の対応のうち、飼料の給与に関しては、牛乳生

産費中に占める飼料費の比率が、 50婦余に達す

ることから、これを適正に行なうことは、酪農の

健全な経営にとって不可欠の要素である口ここで、

適正な飼料給与とは、乳牛の需要に応じて、各種

養分を過不足なく摂取させるように、乳牛の消化

機能に見合う、飼料の組合せや給飼方法で、飼料

• 
表 1 乳牛の能力別モデル(年間量)

濃厚飼料給与量(乾物、 kg)

粗飼料給与量(乾物、 kg)
高位牛

産乳量(乳脂率 3，5婦、 kg)

組飼料給与量(乾物、 kg)
中位牛

産乳量(乳脂率 3.5冊、 kg)

粗飼料給与量(乾物、 kg)
低位牛

産乳量(乳脂率 3.5婦、 kg)

ソタ州のDHIデータを乳牛の産乳量階層別に区分し

て、各種経営肢術項目について分析発表されたも

の泊)によると表 2のようになっている。さらに、

英国のBroster&Aldermanが、 10年後のヨ

ーロッパの酪農で、主体を占めるであろう高産乳

上山英一

を給与することである。この給飼の基本は、泌乳

能力の高い乳牛においても、とくに変りがないの

であるが、実際の飼養にあたっては、通常の給飼

伎術に加えて、さらに、工夫が要求されるのであ

る。チャレンジないしはリード飼養法が関心を集

め、最近では、 コーンプリートフィードの給与が

話題となっているのは、これを反映したものであ

る。そこで、飼養伎術の面で、特別な配慮、を必要

とする高産乳牛とは、どの程度の泌乳能力の乳牛

をいうのであろうか。高産乳の飼養が一般生産者

の間で関心を呼ぶようになったのは、チャレンジ

フィーディングという耳新らしい言葉が米国から

紹介された、数年前のことである。やはり、その

頃来日して、率直な日本の酪農印象記を書き話題

を呼んだ、米国カリフォルニア大学のSmithが、

乳牛の産乳能力段階別に、給与飼料に対する経済

効果について論じた報文29)の中では、表 1のよ

うな区分がなされている。また、最近、米国ミネ

1，000 1，500 2.000 2.5 0 0 

5.000 4. 7 0 0 4.3 0 0 3.8'0 0 

8.200 8.800 9.300 9.700 

4.200 3.900 3.5 00 3.000 

6.250 6. 7 5 0 7.050 7.250 

3.800 2.900 2.4 0 0 1，800 

4.550 4.850 5.000 5.1 2 5 

年間乳量が、 7--8千kg以上の能力の乳牛を指す

ものと判断される。本稿では、これら高産乳牛の

飼料給与をめぐる諸問題を取上げるのであるが、

筆者自身、経験にとぼししまた、上記した高能

力牛を実際に供用して行なわれた研究報告が、必

牛の飼養について書いた総説りの中で、は、 1乳期 ずしも多いとはいえなし、。それで、今後の研究の

( 1 0ヶ月)当り 7.000kg以上の産乳量の乳牛を 課題提供にでもなればと思い、筆者なりに取まと

想定している。これらの資料から、高産乳牛とは、 めてみた。

-1 3一
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表2 米国ミネソタ州DHIの乳量階層別の給飼に関する統計データ

階層別 (戸数)

乳 E主ヨ主a ( kg/頭/年〉

粗飼料給与量(乾物kg/頭/年〉

乾 草

グラスサイレージ

コーンサイレージ

その他(青刈，放牧など〉

体重当り粗飼料乾物給与量(弼)

濃厚飼料給与量(乾物kg/頭/年)

濃厚飼料給与量 1kg当り産乳

主Zヨ邑. ( kg ) 

乳牛の栄養上の特性と高産乳牛

乳牛の日常の飼育管理の中で、上述の適正な飼

料給与を行なう上で目安となるのが、飼養標準で

ある。飼養標準には、各種養分の所要量のほかに、

飼料を給与するに際しての留意事項等についても

示されているのであるが、産乳能力の優れた乳牛

に、これを容易に適用出来れば、とくに問題はな

いわけである。しかしながら、高産乳牛の飼養に

関する研究の進展にともない、現行の飼養標準で

は、これら乳牛の飼養にそぐわない点のあること

が明らかとなって来ているo これについて、

低(392位〉 中(1，1 1位1 ) 高('473位) 
最高位
(38) 

5，000 6.300 7，7 0 0 9， 0 0 0 

5.4 0 0 6.8 0 0 8. 2 0 0 以上

1， 6 8 0 1，490 1， 5 0 0 1， 6 6 0 
ト

820 1. 1 4 0 1.350 1. 7 3 0 

1.040 1， 1 1 0 1， 0 1 0 650 

3 7 0 210 1 4 0 7 0 

1.9 1.9 1.9 1.9 

2.320 2. 5 1 0 2. 7 6 0 3， 1 6 0 

2.3 2.6 2. 9 3. 0 

ているので、飼料の利用性等、個々の乳牛の特長

に配慮を要する。 (5)飼料の給与が制限給飼を前提

に考えられているので、一部でも飼料を自由給与

する場合の対応について、検討する必要がある。

以上に指摘されている事柄は、泌乳生理に関連す

る乳牛の栄養上の特性と係わりがあり、高産乳牛

では、この特性が際立った形で、現れるため、飼料

給与の面で入念な管理を必要とするのである。そ

の特性とは、分娩後から最盛泌乳時にかけてのエ

ネルギ一代謝に見られるものである。これに関す

る試験例12) を表 3に示したO この中で、エネル

• 

Broster &Tho:rms 7)は、養分所要量を、体維持、

成長、妊娠、乳量等の変動に応じて、加算すると

いう、考え方の基本には問題はないとしながらも、

実際の飼育の場でこれを適用するには、今後、次

の諸点について考慮を要すると述べている O すな

わち、 (1)給与養分の産乳効果をみる場合、体重の

増減を勘案しなげればならなし、。 (2)養分所要量を

求める場合、現在の体重、乳量のみを基礎に算定

するのでは不十分で、先の需要を見越して考えね

ばならなし、。 (3)各乳期での泌乳は、生理的制御の

ギー出納が平衡に達した乳期が週で、示してある口 -

これは、分娩後からこの乳期に至る問、乳牛が、

体維持ならびに乳生産に要するエネルギーを、採

食した飼料から得た養分のみで、は賄いきれず、体

に蓄積した養分を持ち出して不足分を補なわねば

ならなかったことを示してレる。こうしたエネル

ギーの代謝は、乳牛以外の家畜には見られない現

象である。これは、分娩後における、産乳量の増

加速度が、飼料の食い込み能の回復速度を上回り、

産乳がピークに達する乳期と飼料の採食量が最高

もとで進行す石のであるが、これと、各乳期でーになる乳期の聞に“ズレ泌を生ずることに起因す

の養分供給の変動との関係について、まだ、不明 る。 Bines3)が各国で、行なわれた関連の試験デー

確な点がある。 (4)指標となっている各々の数値は、 タを纏めたものによると、産乳のピークが分娩後

既往の研究データの平均的数値を基礎に構成され 5.......7週目に来るのに対し、飼料の傑食量が最高

- 1 4一



表3 粗飼料:濃厚飼料の給与比率と乳牛の飼料摂取

組:濃 75 : 25 60: 40 45 :55 30 : 70 

経 初 経 初 経 初 経 初
エネルギー出納が

平衡に達した乳期 1 0 1 4 9 1 2 1 1 5 8 4 
(週〉

体 重 変 化 I82 48 70 79 42 42 53 . 101 
( 2 ~'4 4週計kg)

エネルギー摂取量 48 51 62 62 

(Mcal/日〉 (100) (109) (124) (129) 

D C P摂取量 1.778 1.851 2.282 3，211 

( 9/日) ( 118) (180) (147) (146) 

• 乾物撰取量 1 6 16 1 9 18 
( kg /日)

乾物摂取量| 3.0 2.8 3.5 3.3 

( kg/ 100kg体重〉

乳 EEヨ主a 6，240 5.744 6，671 6.551 
C 2~ 4 4週計kg)

平均乳脂量| 3.8 3.7 3.7 3.5 

(係)

平均無脂固形分率 8.6 8.7 8.8 8.8 

(弼)

平 均 体 重| 535 576 548 559 
( kg) 

注)(1) コンプリードフィード(完全混合飼料)として自由給与。

(2) 混合した飼料乾物中の組タンパク質含量が15.5%、カルシウム含量 1.0'1'0‘

リン含量 0.5%、剣盆含量0.5%、になるように、濃厚飼料の配合内容(コーン、

大豆粕、 リン酸カルシウム、炭カル、ビタミン剤)を調整。

(3) 経:経産牛、初:初産牛

(4) エネルギーと DCP摂取量のカッコ内は標準所要量に対する充足率C%)

• となるのは、 5~36週日と大きな変動幅があり、
平均16週目となっている。この食欲の回復の遅れ

が何に起因するかは、未だ不明であるが、養分の

持ち出しが過大になると、非特異性の繁殖障害や

ケトン症などの代謝障害を誘発しやすくなるとさ

れており、こうした障害を防止するため、この乳

期間における養分不足を出来る限り少なくするよ

うな飼料給与面での工夫が必要となる。また、こ

の乳期間に、養分不足を補うように、その摂取量

を高めることは、単に、上記した障害を防止する

だけではなく、乳生産への飼料の利用効率や各個

体の産乳量を向上させるとし、う、積極的効果のあ

ることが明らかにされている。図 1に示した試験

例6)は、脚注の飼料の量を固定給与し、養分の高

低差を濃厚飼料の給与量で調整するとし、う飼料処

理により行なわれたものである。表4には、この試

験の結果、低低群の採食量を上回って採食した他

の 3群の濃厚飼料量と、この増飼いによって得た

エネルギーが、乳生産と体蓄債にどのように配分

されたかを示しである。この中で、同量の濃厚飼

料を増給した、高低、低高の両群を比較すると、

乳期初めの期間に増給した前者が、最盛必乳時を

過ぎてから増給した後者よりも摂取したエネルギ

ーを効率よく乳生産に振り向けた結果となってい

る。牛による食品の生産には、乳と肉があり、そ

れぞれの生産に適した専用種が存在する。この両
戸

h
u



低
低
」
山

高

低

一

一
一
「

~

¥

」

5

一~一
1

¥

¥

一

3

t
;
寸

X
ハ
ど
~
:
;

h
 

v

、

無脂固形分率の変化

語FR 9O 
匹Zヲ』 88 で

率、忘 ¥ -hhh.，，，，. a 8.6'" '\~・ ' . ""・ . 

F}H 86 で¥¥¥、、、 -一-ι_...->'ー'--.‘『・-J/~~、.高低低低
.ふ--'-'::--・一 I .、、-ーー・-.〆"『、 一ー・-.-r

• 

図1 泌乳初期および中期の飼料給与と乳生産

22.0 

乳
19.5 

量

kg 
/ 
頭
/ 
日

3 7 5 

乳量の変化

τ主門告-
"司r.司

低高

• 
9 

注)飼養処理(1)乳期 1......1$園間

高高:乳量:20kg生産に見合う養分給与
低低: 11 15kg 
(2)高低:1...... 9週高高群に同じ、 10......1$圏低低群に同じ
低高 . 11 低低 11 11 高高

者の生産能力を養分の利用面からみると、肉用種

では、摂取した養分を体に蓄積する能力に優れて

いるのに対し、乳用種では、泌乳に向けて摂取養

分をよりよく配分する能力があるとされている。

このような養分の利用様式の違いは、乳用種の個

体聞にも認められるのであるが、個体間だけでな

く、乳期間にもこうした違いが存在するというの

が最近の考え方である。すなわち、乳期初めには、

前述のように、体に蓄積した養分を持ち出してま

で泌乳を行うのであるから、配分は乳生産に傾い

ていることになる。これが、乳期の後半になると、

配分の方向が体蓄積へと傾いて行くのである。

戸。



表 4 図 1の試験における添加濃厚飼料のエネルギ一利用効率

群 iiiJ 高高 高低 低高

添 D日 濃 厚 飼 料 量 Ckg)(1) 342.9 1 71.5 171.5 

向上中の単位ェネルキ(2ー)当り乳生産量 Ckg) 1.6 1.9 1.1 

/1 無脂固形分率増 Ckg) 0.08 0.0 9 0.02 

/1 体 重 増 Ckg) 0.16 0.01 0.20 

在)(1)倒邸宇併会与量r"dJ日えて増給しtJl欝朝関量 (2)デンプン価

図25)は、産乳量が7千kgの乳牛をモデルに乳期間

の産乳日量、飼料採食量ならびに体重の変化の推

.移を示したもので、上記の関係がよ保されてい

る。また、図 1の試験後半期の産乳日量の推移に

ついてみると、高高群と低高群、高低群と低低群は、い

ずれも同量の飼料を採食しているにもかかわらず、両組

合せとも、手l却初めの諒験全般に養分摂取量の高かっ

た群が、高い乳量で推移している。これは、乳期

初めの期間に摂取

された養分は、乳

生産に向けてより

多く配分され、こ

れによって高めら

れた産乳性が、以

後の乳期にまで持

続することを示す

ものである。こう

した試験結果より、

最盛泌乳時の産乳

日量を、飼料の摂

取増で、 1kg押し

上げてやると、全

乳期を通じて 200

kgの産乳増しとな

るとする試算値も

ある3j高い乳生産

を維持するには~

当然のことながら、

養分含量の均衡の

取れた飼料を多量

4∞日
に摂取せねばなら

焼分 ないが、上記した

ことから、高産乳

牛の飼料給与につ

いては、とくに、

分娩時から飼料採

図 2 乳量、飼料摂取量、体重の乳期中変化のモデル

手Lnt(kg /日)

2t% (乳量の減少率/週)

10 

飼料乾物摂取量(体重当たり%)

e 2.0 

550 

510 

?
分
娩

1∞ 2∞ 3∞ 

(ill 泌乳能力乳期当たり 7，OOOkgの乳牛

ウ
d



分娩前の飼料給与

前項で，乳牛は体蓄積養分を泌乳に充当すると

いう特性のあることについて述べたが，養分を持

ち出して不足分を補うには，当然持ち出しうる養

分を予め体に蓄えておく

必要がある口それには，

分娩前の時期，すなわち

経産牛ならば，前乳期の

後半から乾乳期間にかけ

ての飼養が重要となる。

実際に，図 3の試験日)

のように，妊娠末の飼料

給与を極端に低くした場

合は乳量，乳成分含有

率ともに大きな影響のあ

ることが認められている。

また.乳期初めの養分不

足を体蓄積養分で補うこ

とが可能ならば，予想さ

れる不足分を，分娩前に

予め蓄えさせておくとい

う方法も考えられる。こ

れについて試験した例14)

を表5に示した。その結

果は，分娩前に養分を多

給することによる産乳増

への効果は全く認められ

ず，かえって，分娩後に

各種の障害を誘発してし、 -

る。このほか，飼料エネ‘'

ルギーを.いったん、体

に蓄え，ついでこれを乳

生産に振り向けるという

養分の迂回利用をする場

合は，飼料エネルギーの

利用効果からみて，乾乳

期間に蓄えさせることは

好ましいものではなく，

むしろ，前乳期の後半に

増飼いして，乳期初めで

失った蓄債養分を回復さ

せた方が良いとする見解32) 

食能が回復するまでの期間が飼育管理上の要点に

なるものと考えられる。

妊娠後期の養分給与量と乳生産

(妊娠末 6週間の養分給与を厳しく制限した場合)

図3

• 
(kg) 

体

重

450 

(kg/日/'i.員)

18 

14 

手L

量

1;，¥ニコ， ， ， ，下R411

9 

無。 {%)z-

困 9.0ト-

Zu」
率 8.6l-
8.4L 一」

LJ 

¥高
lL/ー\ク~低

1J  ，! Iγ， ， ， ， I ， ， ， ， I I I ， 
5 3 1 } 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 

期(週)

(%)， 

4.1ドー

3.9トー

3.7トー

3.51-

3. 3 L.__l 

811 

ー肪

率

注)飼養処理

(1)妊娠末6週間

高:自由放牧+配合3.63kg/日(体重変化+1.u4kg/日)

低:制限放牧 ( 11 ー0.33kg/日)

(2) 分娩後は両群とも飼養標準に見合う飼料を給与

ロ
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があるo さらに， 乾乳期間に養分を過給するι するとし、ぅ報告19)もある。表 6に掲けeた試綬)は，

分娩後の乳期初めにおける飼料の食い込みが低下 図 3の試験同様に初産牛を供試して行なったもの

表 5 分娩前の濃厚飼料給与と乳産量

分娩後 45日目まで 全試験期間の飼料採食量(風乾物kg)

の平均産乳日量(kg) 濃厚飼料 粗 飼 料

若 牛 2 0.2 4 3 0 458 
対 照 群

成 牛 3 0.8 482 5 2 6 

若 牛 2 1. 4 6 5 0 3 4 6 
濃 自司 群

成 牛 3 1. 4 777 6 5 0 

• 
在)(1)飼養処理(試験期間:分娩前 21日問、分娩後 45日間、計 66日間)

対照群:乾草に加えて分娩後 6 日目より濃厚飼料を日量 5~7kg給与し、その後飽食するまで毎日
0.5k腕増量

濃飼群:対照群と同じ要領で、乾草に加えて、分娩前21日目より濃厚飼料を添加給与

(2)分娩前後の障害:濃飼群では、乳房浮腫、乳熱等の発生率が高い

せるのがよいと考

えら釘る。最近で

は，以前と異なり，妊娠末期の飼料の過給により

であるが，高栄養

群には標準並みの

養分を給与し，低

栄養群には標準量

よりやや低目の養

分を与えたもので

ある。その結果は

乳量，乳成分組成

のL、す'tlについて

も，分娩前の飼養

処理の影響は認め

られなかったと報

• 告されている。以上のように，分娩

前の飼料の給与に

ついては，養分を

標準量ないしはや

や控え目に摂取さ

表 6 妊娠後期の養分給与量と乳生産

(妊娠 17 0日間の養分給与を比較的ゆるやかに制限した場合)

妊娠後期 乳期初期 乳期中の 乳期中 乳期中平均乳成分組成

給の養与分 給のー養分与 体重変化 平均乳量 目旨 肪鯛笹野分

( kg/.頭)(kg/め領) (%) (%) 

高 -2 1.3 4 2 0.0 1 3.87 8.70 
高

低 8.66 分娩後の週数 -49.03 1 7.48 4.1 6 

1 ~ 8 高 -1 8.1 6 1 9.6 1 3.7 5 8.66 
イ昆

低 -34.9 4 1 6.57 4.0 6 8.55 

高 + 1 4.53 1 6.2 1 3.68 8.80 
高

イ丘 3.71 8.70 + 22.2 4 1 4.26 
全 年1 期

高 +21.79 1 6.7 1 3.55 8.63 
低

低 十13.62 1 3.80 3.83 8.63 

注〉 飼養処理

(1)妊娠後期 17 0日間

高:自由放牧(体重変化+70kg)

低:制限放牧( 庁 十 44kg) 

(3) 8週以後は両群とも 10 0 ro給与

(2)分娩後 1~8週間

高:飼養標準の 100% 

低 : 11 7 5 ro 

いわゆる， オーパーコンディションの状態のもの

が多く見受けられるので，注意する必要がある。

納の不均衡を出来る限り少なくするには.飼料採

食能の回復が不十分な中で，養分摂取量を高める

ための給飼面での工夫が必要なことを示すもので

ある。これと関連して， Morrowが「乳牛の肥満

分娩後の飼料給与 症」と題する総説20)，の中で肥満症(乳熱，ヶト

前項で述べたことは乳期初めにおける養分出 ジ症，第 4胃変位，乳房炎，サルモネラ症，胎盤

G
d
 



することは知られているが，飼料の食込みに影響

する給飼に関係のある要因としては，飼料の品質，

飼料の配合，飼料の加工処理，給飼の時間，給飼

の頻度などがある4)。乳期初めにおいては，前述

のように，飼料の食い込みが不十分で、あるから，

所要養分を出来るだけ充足させるようにするには，

飼料中の養分含量を高める以外になし、。これを，

乳牛の飼育の場で実行する形としては，濃厚飼料

の多用とし、う方法である。すなわち，組飼料に対

する濃厚飼料の給与比率を高めることである。こ

こで問題となるのが，乳牛の栄養上のもう一つの

特性である D それは，乳牛が反錦動物として飼料

停滞，子宮内膜炎等を総称〉を予防する飼養法と

して，チャレンジフィーディングを推奨している

文中に，チャレンジの標的が“乳牛の食欲“にあ

りとして次の様に記しているが，高産乳中の乳期

初めにおける給飼についての問題点が，ここに要

約されているように思われる。「この飼養法は，

まず，分娩後の濃厚飼料の多給という給飼の変化

に備えて，第 1胃内微生物を馴れさせるために，

分娩前 2週程の間，日量， 2.3.......4.5 kgの濃厚飼料

を添加給与する。但し，この量は乳牛の栄養状態

に応じて多少増やしてもよし、。分娩後は，この濃

厚飼料の給与量に加え， “乳牛の食欲にチャレン

ジして，泊 泌泌、乳のピ一クに達するまでで、，毎日 O.9 

k同gの割合で

の基本同飼料が不可欠であるという点で、ある。 e
反拐動物は，特異な消化器官である前胃内に模息

後に給与飼料の急激な変化は，避けるべきである D

この間，飼料の乾物摂取を促し，消化障害を防止

する目的で，日量， • 2.3"';'_'4.5 kgの乾草をサイレー

ジに加えて給与するのもよし、。給与飼料中には，

乾物換算で40領以上の粗飼料を用い，粗繊維含量

が15弼以下にならぬよう注意すること。なお，こ

の飼養法を実施する際にも，飼養標準に則して，

所要養分をノミランスよく給与することを優先し，

肥満症等を誘発するような過肥にせぬように留意

すべきである。乳牛が，乳量に応じて飼料を採食

する微生物の発酵作用により，繊維質の利用，非

蛋白態窒素の蛋白源としての活用，ピタミンの補

給等，栄養上多くの利益を得ているが，反面，繊

維質飼料の不足によって，この発酵作用に異常が

生ずると，消化作用だけでなく，泌乳を含む，体

の生理作用に悪影響をおよぼすことになる。した

がって，乳牛の飼養にあたっては，乳牛それ自身

の栄養に留意することは，もちろん，前胃内の微

生物の栄養にも十分配慮する必要があり，むしろ，

後者を優先すべきであるとされているのである。

図4 粗飼料と濃厚飼料の給与比率と第1胃内発酵

高粗飼料 発酵速度と酸の 反すう時聞が長 唾液の分泌量が

乾物比で粗飼料 ー→ 産生速度が比較
し、

(が60~100%)
→ 飼料乾物1kg当 一+ 飼料乾物 4kg8 当 → 

的遅い (たり 40.......50分) (たり12~i ) 

I 

胃内溶液の酸性 醐分解菌が増 ぽ一i告が
度が低い → 殖 →

(pH6.0....... 6，8 ) 

高濃厚飼料 川I発産号早酵生速速い度と酸の 反すう時閣が短 唾液の分泌量が

(乾が物35比~咽60骨飼料 → 度が比較 → い → 少ない l→ ) (堅守主犯際)11 (明軌浮)
E 

ーの酸性|函粉分同 …ン臨
度が高い → → 生割合の増加

(pH5.4.......6.0 ) 
-斗
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濃厚飼料を多給し，組飼料の給与を極端に制限す

ると，飼料採食量や乳脂率の低下等の影響を生ず

ることはよく知られているo Kaufmann 17)は，こ

うした影響が，図4に示すような機序によっても

たらされるとしている。これによると，飼料の食

い込みに関しては，とくに，粗飼料への影響が大

きいことが明らかである。実際に，こうした影響

については，以前より，繊維質消化のデンプン減

退として知られているが，繊維質飼料を利用する

としみ反拐家畜の特長を有効に活用出来ないよう

であれば，飼料の経済や資源の活用の上からも問

題である o Kaufmann 17)は，乳脂率の低下は，

飼料乾物中の粗繊維含量が20婦以下になると発生

するとしているが，一般的には， 13 %23)ないしは

.17%21)以上が

表7 牧牧中期の乳生産に対する飼料添加の効果(1)

期 5J1j 2 

5月26日 6月9日
期 間

6月8日 6月22日

群 I 24.6 23.7 
乳量(kg/頭/日〉

H 25.1 23.3 

乳
率(妨
群 I 3.7 3.7 

成
乳 目旨

H 3.5 3.7 

分

組
無脂固形分率(弼)

群 I 8.7 8.8 

成 H 8.7 8.8 

群 I 613 620 
体 重 (kg) 

E 637 640 

推(1) 
p (妨
群I 132 1 21 

D C 

養測分
E 133 124 

f畏
N(弼)
群 I 100 104 

取 T D E 
量

100 102 

一一
回 (1)飼養標準に対する充足率

た試験では，飼料乾物中の濃厚飼料の比率が50.~

6 0婦で産乳量，飼料採取料がともに最大になっ

たいう報告もある9)。濃厚飼料の多給にともなう

上記の影響を軽減ないしは防止するために，種々

な試みがなされており，実際に用いられている方

法もある。図4の変化から.まずa 第 1胃内での

緩衝能を高める方法として，重炭酸ソーダの添加

給与が有効とされ，すでに実用化されている O こ

れと関連して，第 1胃内の酸性化の影響が後部消

化管区までおよび，濃厚飼料多給時には，腸にお

けるデンプンの消化が低下することが明らかとな

り，これを防止するために，炭酸カルシュームの

添加が有効であるとの研究報告もある。これら，

緩衝剤の投与については，本誌の西埜の総説2)の

中で詳述されているので参照されたい。つぎに，

3 4 5 6 7 

6月23日 7月7日 7月21日 8月 4日 8月18日

7月6日 7月20日 8月 3日 8月17日 8月31日

22.7 20.7 20.0 19.6 1 9.5 

22.5 21.1 20.3 1 9.6 1 9.4 

3.7 3.6 3.6 3.7 3.8 

3.5 3.4 3.5 3.6 3.6 

8.6 8.6 8.4 8.5. 8.3 

8.6 8.6 8.5 8.3 8.3 

610 617 621 619 624 

630 633 644 642 645 

11 4 148 144 149 143 

124 158 159 167 162 

100 122 108 107 101 

106 128 11 2 1 11 111 
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乳脂率の低下を防止する方法として，前記の緩衝

剤の投与やこれに酸化マグネシュームを併用する

と効果的であることが認められており 13)，これも

実用化されているo乳脂率の低下防止には，ほか

に，脂肪の添加給与が有効であることも認められ

ている31)。脂肪の添加につレては，エネルギー含

量が高いことから，エネルギー補給の効果につい

ても期待が持たれτいるが，多用すると，飼料の
消化や食い込みに影響するため，現在のところ有

効性が乏しいとされている31)。添加物を用いない

方法としては，濃厚飼料の給飼回数を増やす給飼

法が報告されている。 Kaufmann17)は，濃厚飼料

の多給という飼養条件下で，濃厚飼料の給与回数

を1日2回と 14回の処理を施して試験を行なっ

ている。その結果，第 l胃内 p.Hの経時的な変化

表8 放牧中期の乳生産に対する飼料添加の効果(2)

期 5J1j 2 

5月25日 6月8日
期 間

6月 7日 6月21日

群 I 23.3 22.2 
乳量(kg/頭/日)

E 23.6 21.9 

手L
率(弼)
群 I 3.5 3.4 

成
乳 目旨

E 3.5 3.6 

分

組
無脂固形分率(弼)

群 I 8.8 8.7 

成 H 8.7 8.6 

群 I 631 640 
体 重 (kg)

E 607 61 5 

(1) 
群 I 1 34 139 

推 D C p (弼)

養測
E 137 140 

分摂
N (，骨)
群I 83 9 1 

取 T D 

量
H 85 92 

注) (1)飼養標準に対する充足率

では， 2回給飼の場合は大きな変動が生じたが，

1 4回給飼では変動幅が小さく，平均した pH値

は，両処理聞に差はなかったが， 1 4回給飼した

ものでは，乳脂率の低下も認められず，第 1胃内

の酷酸/プロピオ、ノ酸濃度比も高く推移したと報

告している。また，飼料の摂取量についても，高

産乳時での組飼料の採食量が. 2回給飼のものよ

りも高くなることを認めてレる。この様な結果か

ら，濃厚飼料の給飼回数を増やすことによって，

第 1胃内の発酵が生理的に異常な状態になること

を防止する効果があるとし，これをBiologischel

Futterung Technikと称して推奨している。同様

な効果は，濃厚飼料を 6固に分与する試験lめにお a・
いても認められている。このほか，給与する穀類 曹

の加熱処理による効果なども示唆されてレる26)。

3 4 5 6 7 

6月22日 7月6日 7月20日 8月 3日 8月17日

7月 5日 7月19日 8月 2日 8月16日 8月30日

21.9 1 8.5 19.2 19.0 19.0 

22.7 23.5 23.0 22.8 22.2 

3.3 3.4 3.4 3.6 3.5 

3.6 3.4 3.6 3.6 3.4 

8.8 8.5 8.7 8.5 8.6 • 
8.7 8.9 8.9 8.8 9.0 

650 647 646 648 657 

620 629 635 635 630 

181 184 186 201 190 

179 158 187 188 193 

120 123 127 130 130 

113 104 120 120 123 
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以上，濃厚飼料の給与に関するものについて述べ

て来たが，適正な粗飼料と濃厚飼料の給与比率を

維持するには，粗飼料給与面での対策も，当然，

必要である。ことに，上述した方法は，実際の乳

牛の飼育の場で，問題なく手軽に利用しうる方法

とはいえなし、。また，濃厚飼料を給与すると，そ

れにともなって，組飼料の操食量が低下する，飼

料摂取の代替効果とも呼ぶべき現象も報告されて

おり4)，必ずしも養分の採食増につながらない場

合もある。これと関連して，筆者らは放牧中期に

おける乳量と無脂乳固型分率の低下について，養

分補給の面から検討を行なって来ているが，濃厚

. 飼料の補給によるよりも，むしろ，組飼料の補給

による効果が大きいことを示唆する結果を得てい

る。すなわち，表 7の試験34)では，群Iの供試牛

• 

には，濃厚飼料を各週毎に，前週の乳量の30弼相

当量を給与したのに対し，群Hには，試験1期目

の乳量の30弼量を固定して給与した。これに対し，

表8の試艇3)では， 1， II群とも濃厚試料給与量

を1期目の乳量の30弼相当量で同様に固定給与し，

乳量の低下が見られる 4期以降に， 1群は放牧を

継続したのに対し， II群の供試牛には，良質の乾

草を， 1群の放牧時間と同じ時間，屋外で自由給

与するという処理を施した。その結果，表 7では，

養分の推測摂取量が， II群で、多かったにもかかわ

らず，乳量，無脂固形分率の変動の推移には，差

が認められなかった。一方，表 8の結果は， II群

の推測養分摂取量がI群よりも低目に推移したが，

乳量での落ち込みには少なく，無脂固型分率では，

I群が低下したのに対して，むしろ，上昇する傾

向が認められた，この両試験の結果の違いは.放

牧試験ということで，他の原因も考えられるが，

前述した代替効果が，とくに良質の組飼料給与の

際に高くなる4)とされているところから，これが

差異を生ずる 1因になったと考えられる。高産乳

牛の給飼内容が，必ずしも，濃厚飼料の給与比率

で、高いものでないことは，本誌の総説で，大ポ5)

が，道内の乳検データの分析結果から指摘してお

り，表 2に例示した米国のDHIのデータでも同

様のことが見受けられる。したがって，高産乳牛

の乳期初めにおける養分補給を考える場合，濃厚

飼料の給与に安易に依存するのではなく，まず，

粗飼料の係食増をはかることを考えるべきである。

乳牛の粗飼料摂取量を高めるには，飼料の品質，

飼料の利用形態とこれに関連する利用伎術などが

係わって来る35)。なかで、も，品質，とくに，消化

性が重要な要因となるので，今後の高産乳牛の飼

育には，自給組飼料の生産の上で，最も留意す

べき点と考えられる。濃厚飼料の給与比率と関連

して，適正な粗飼料の食い込みを維持する上で問

題となるのが.飼料の選択採食である。これも粗

飼料の品質が関係して来るが，最近話題になって

し、るコンプリートフィードの効用の 1つとして選

択操食の防止が挙げられている11)。しかし，コン

プリートフィードについては，所要施設や養分の

給与水準を含む，乳牛管理についての問題など，

今後，検討すべき課題が残されている。

つぎに，乳期初めに不足する養分として，上記

のエネルギーのほかに蛋白質がある。反錦家畜と

しての乳牛の蛋白栄養には，第 1胃内微生物によ

る飼料蛋白の分解や体蛋白質への再合成などの過

程が介在するので復雑な内容を含んでおり，現在，

乳牛の栄養に関する研究の中心的課題の 1つとし

て，各国で研究が進められている。これと関連す

る，最近の反拐家畜の蛋白栄養に関する新しい考

え方については，すでに，本誌の総説で，朝日田1) 

によって紹介されているo 高産乳牛の泌乳最盛時

における蛋白質の所要量については，全摂取飼料

乾物中の組蛋白質含量で， 16---18婦としみ報告が

ある5，.9)が，給与飼料や給飼条件によって異なる

ようである。蛋白質の所要量に関する要因としで

は，次の様な事項があるo(1)飼料蛋白質に関する

もの:第 1胃内で発酵分解される部分 CRDP ) 

の割合 Cdg%)，分解を受けない部分 CUDP ) 

の小腸における消化性と可消化部分によるアミノ

酸の供給量，第 1胃内発酵を回避(第 1胃パイパ

ス〉するための加工処理と乳生産増への効果， (2) 

第 1胃内で、の微生物体蛋白の合成に関するもの:

窒素源とエネルギー源の所要量と両者のバランス，

繊維質等の第 1胃内消化との関係，尿素等の非蛋

白態窒素の利用性とその限界，体蛋白合成の上限

量とこれに関係する胃内容物の流出速度Cdilution

rate)などの要因， (3)前胃以降の蛋白質利用に関

するもの:小腸への蛋白質流入量と経時的変化，
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徴生物体ないしは飼料蛋白質の流入比率とそれに

よる可消化アミノ酸の供給量， (4)乳牛自身の蛋白

栄養に関するもの:各種アミノ酸の所要量，乳生

産への養分の配分利用と蛋白栄養;等々であるわ
9， 16， 24， 27) 

産乳への飼料の利用効率を高めるには，上記し

た事項のほかに，前述の摂取養分の体内における

配分が，内分泌器官によって制御されているとこ

ろから，将来，ホ/じモンの操作による可能性を示

唆する報告もある10)。

おわりに

以上，高産乳牛の飼料給与について，乳期初め

の給飼の重要性を中心に述べて来た。別の見方か

らすると，これらは，乳牛の泌乳能力を最大限に

活用することを目指した飼養法といえる。これは，

乳牛サイドからは，生理的に余裕のない状態で泌

乳を続けることとなり，外部からストレスが加わ

った場合には，それが，直ちに，泌乳を含む各種

生理に影響をおよぼすことになる。したがって，

無用なストレスを乳牛に与えないように，より綿

密な管理を行うことが要求されるのである。飼料

給与の面では，乳牛の所要養分を，場当り的なも

のでなく，乾乳期聞を含む全乳期間を見通して捉

え，給与する飼料の栄養価や採食量を的確に把握

した上で給飼計画を行なう必要がある口後者につ

いては，粗飼料の品質や採食量の判定が難かしい

が，ことに北海道では，放牧期間における飼養が

問題となるように思われる。事実，北海道では，

例年，放牧期の中期に当る， 7， 8月に，産乳量

の落ち込みゃ無脂固形分の低下といった現象が認

められている28)。こうしたことから，放牧を含む，

給与組飼料の質ならびに量の改善が，今後の高産

乳牛の飼養の極め手の 1つになるものと思考され

る。
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乳 廃 牛

北海道立新得畜産試験場

1. 牛肉生産における乳廃牛の位置づけ

、
肉専用7
143" 

乳廃牛

163千t

(33.8ro) 

図1. 全国牛枝肉生産量1)

(昭和57年度)

図 1，図 2に昭和 57年度における牛枝肉生

産歪会図示したo牛枝肉の圏内生産量のうち，

乳廃牛は3470，北海道では 45%を占めている。

この割合は表 11え示すように，最近 10年間

の 目巴 コk
同

裏 悦次

肉専用種 2.1千t

(4.9~ら)

21.0千t

(4 8.6~ら〉

乳廃牛
19.3千t

(44.8~ら)

図 2. 道内牛枝肉生産量1)

(昭和57年度〉

で大きな変化はなく，全国で約3割，北海道で

は約5割となっているo 今後も牛肉の需要が続

く限り，一定の比率で牛肉生産の一翼を担う重

要な部門として存続するであろう。

表 1 牛枝肉生産量に占める乳廃牛の割合の年次推移1)

年度 49 50 51 52 53 54 55 56 57 

全国(吟 33.0 3 1.5 30.8 28.6 27.4 30.9 3 3.0 34.4 3 3.8 

北海道関 6 2.5 57.4 5 3.8 50.9 4 5.4 4 9.5 4 9.9 4 7.7 4 4.8 

2. 酪農経営における廃用パターン

乳牛の廃用理由と発生件数についての調査は

数少ないが，表2に小15tゐ報告を示した。これ
は昭和 44~百和 47 年までの全国 2 3大学付属

農場の 136頭の集計で，細目では 33項目の多

岐にわたっているO このうち繁殖障害と乳器障

害が多く，先天的乳器障害を加えると 5割を越

えてし、る。また，老令によるものは17%程度で，

いわゆる「老廃牛」と称せられるほどの割合を

示していない。なお，著者も予備調査を試みて

-27-
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表 2. 乳牛の廃用理由と発生件数

廃 用 理 由 件 数 割合

老 齢 老 齢 26件 16.5% 

創傷性胃炎 1 

腸カタール 1 
消化器障害 2.5 
肝 炎 1 

肝機能不全 1 

循環器障害 創傷性心嚢炎 1 0.6 

泌原器障害 慢性腎炎 0.6 

乳 毘 炎 12 

乳頭外傷 10 

受胎不能 47 
生殖器障害 47.5 

卵巣嚢麗 4 

子宮内膜炎 1 

腫 炎 1 

関 節 炎 2 

肢 .!l同宝. 折 1 

運動器障害 脱 臼 3 7.6 

版行(肢炎症〉 5 

~~ 蹄 1 

代謝障害 ケトージス 2 1.3 

流 産 2 

難産 2 
分娩に伴う事故 3.8 

産樗麻痔 1 

子宮捻転 1 

低泌乳能力 11 

神経過敏 7 

乳頭口狭窄 4 

先天性劣等資質 乳頭過小 1 1 7.1 

漏 乳 1 

乳房下垂 2 

先天性吋レニア 1 

フレグモーネ 2 

そ の 他 収容不能 1 2.5 

発育不良 1 

メ口』 計 150脅 100.0 

※乳牛総数は 136頭 (東大小林 )2)
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いるが，大学とは異なり，実際農家では全

く見込みのないものを除くと， 2つ以上の

理由で廃用するケースが多く，その理由も

「雄子牛しか分娩しなし、J， 1"カァチャン

を蹴とばした」といった理解困難なものも

あり，今後の大規模な調査の必要性が実感

される。

廃用時年令，体重および価格について，

小林従表2の材料を表3のように整理し，

廃用時体重と売払い価格の聞に，正の高い

相関を認め，廃用理由別では分娩事故によ

るものが廃用時体重が低いことから価格が

低く，耐周年数も短いことから，酪農経営

にとって最も不利なノミターンとなると報告

している。

今，成牛30頭規模の酪農家の牝牛の循環

と廃用理由を図 2のように作図してみた。

もし，日本の酪農全体で頭数拡大がなけれ

ば，結局は経産牛30頭に対して 19頭が肉

生産にまわされることとなり，大きな比重

となる。

3. 乳廃牛肥育の意味

表4に廃用を決定して，そのままと殺し

た場合と，一定期間肥育して 190kg程度の

体重増をさせて出荷した乾乳牛のケース3を
例として示した。この増体は通常，濃厚飼

料の多給ないしは自由採食によって行なわ

れるが，成牛の場合，体積は成熟値に近い

ため，その骨格に見合った増体，未経産牛

にあっては，体積の成長も加わる。ただ，

成牛にあっても体積増加が全くないわけで

はなく，表5に示すように，体長，体高の

伸長はほとんどないが，体幅，特に胸幅の

顕著な増加を認めた報告えある。

枝肉歩留りは，通常， 44ふら 4.8~ずみ
ものが肥育によって，表4のケースでは 5

%向上した。

以上の体重の増加と枝肉歩留りの向上に

よって，枝肉量は43%増加している。

枝肉格付等級については，その推定金図

抗肥育しないものは「等外Jが8割を占

• 

• 



表 3. 乳牛の廃用時年令，体重および価格

廃 用 理 由 件数 平均年令 平均体重 平均価格

老 メμλ 老 令 19件 1 1.8士1.6年 572土78kg 111土47千円

乳器障害
乳房炎

乳頭外傷
17 7.7土2.2 597土90 120土44

受 1胎不能

不 妊 卵巣嚢腫 43 6.3土2.7 578土127 151土56

子宮内膜炎

関 節 炎

運動器障害
肢 骨 折

7.8土1.8 514土83 78土40
脱 臼

7 

肢 炎 症

難 産

分娩に伴う事故 産停麻捧 4 5.5土2.2 478土107 59土20

子宮捻転• 低泌乳能力

神経過敏

先天性劣等資質
乳頭口狭窄

乳頭過小
22 6.3土2.8 613土77 148土38

乳房下垂

先天性ヘルニア

腸カタール

肝機能不全

そ の 他
慢性腎炎

8.3土3.4 522士114 105土81
ケトージス

6 

フレグモーネ

収容不能

合計または平均 118 7.6土3.1 580土106 130土55

(東大小林 )2)

表 4. 廃用無肥育出荷と

肥育後出荷との相違例(乾乳牛7頭の平均)

• / ¥ 廃用鯛商品EE閉ま)(B}1A) 

出荷体重 (kg) 635 822 129% 

枝肉歩留り ('lo) 48
4
) 53 110 

枝肉量 (1ψ) 305 436 143 

枝肉格付等級 等外 )，5) 
並

枝肉単価(凡匂) 860 1，1 00 128 

枝肉価格 (千円) 262 480 183 

(新得畜試3)，滋賀県種畜場4)，甜11路農協連5))

図2. 成牛 30頭規模における牝牛の循環例
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• 

める)から「等外」を肥育することにより，適

当な脂肪付着の結果， r並」に格上げできる。
乳廃牛の肥育の定義について， 日本食肉格付協

会弘「肥育牛とは，牛肉としての商品性を高め

るため， ...……一定期間肥育し，体脂肪(皮下，

腎脂肪，内面脂肪)の付着が明らかに肥育によ

って蓄積された枝肉で、あると認められるもの」

としている。このため枝肉単価も昭和57年度の

統計主 「等外」の 860円から「並|の1.100

円に変化する。この「等外」と「並」の価格差

は，図 4良示すように，最近5年間で平均245

円/kgと安定した価格差で、推移している。

この結果，肥育することによる表4のケース

では83%の収入増が期待できた。したがって，

肥育の目的は，体重増加と枝肉歩留り向上によ

る肉質の向上にあり，付加価値をつける作業と

いえる。

乾乳牛肥育による
体格部位の増加(7頭の平均)

部位

体高

十字部高

体長

胸囲

胸深

胸幅

尻長

腰角幅

撹幅

坐骨幅

管囲

体重

※

一

》
率一♂
:

-

-

訓
一

2

増
一

4.7 

3.0 

8.7 

2.5 

29.4 

※増加率:増加量/肥育前体尺値(新得畜試)2)

10.2 

1.9 

21.1 

3.3 

1.4 

1.9 

1.9土1.2

1.6土1.5

3.6土3.2

9
一切

A
u
z

一
ro

A
U
-
A
q
L
 

土
一
土

司

a
一
円
，

a

a
せ一
n
D
O

A
U
一

唱

A

3.0士2.6cm

増加量

2.7土1.1

20.0土4.5

1.4土1.7

2.7土2.6

2.4土4.1

8.9士3.1

表 5.

• 

1ユ53自
1，200 

800 

400 

200 

1POO 

600 

格付等外

/ 

並

(無肥育)一一一一→

。2 頭

(日格協札幌)6より作成

中 並

←一一一(肥育)

上

図 3. 道内の格付実績(昭和58年7月)

が低くなっている，また，未経産牛と経産牛の

割合は全長 38:62，北海訟は 14:86と

なっている。

乳廃牛における肥育出荷の現状は，図 3，表

6に示したように，未経産牛ではその大多数が，

また，経産牛では約5割が，肥育出荷されてお

り，北海道は全国と比べると，やや肥育の割合
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1，202 
1;200 

1ρ39 
1ρ33 

↑ 

平均差額245円

1000 

800 

798 
827 801 • 

砂kg

/} 

昭53年 54 55 56 57 

図4・ 乳廃牛枝肉価格の年次推移(東京)1) 

表6. 乳廃牛における肥育出荷の割合例

• 

未経産牛 経産牛 全 体

肥育 無肥育 肥育 無肥育 肥育 無肥育

全国 97.2 2.8 47.2 52.8 66.2 33.8 

北海道 88.1 11.9 44.5 55.5 50.6 49.4 

住国:日格協，酬58年内月7; ~脇道:日格棚，酬58年7月6))

最近の傾向は肥育出荷のケースが増加してお

り，北海道についていえば〉前年度の肥育割合

47.6%に比べ， 3.0%の増加となっている。ま

た，未経産牛出荷も増加しており，全国レベル

で為前年比1.4%増加している。

この最近の傾向の原因については，

複雑な要因がいくつもからみあって

おり，著者には十分な説明は不可能

であるが，肥育出荷のケースが増加

することについては，飼料価格の安

定と，図4のような肥育することに

よる単価差が安定して存在するとす

るならば，表6のように，まだ 5割の肥育割合

しか占めていない北海道では，当分続くと予想

できる。また，無肥育出荷の枝肉重量が表7の

ように極端に小さいことは，資源活用の面から

も残念なことである。

表 7. 乳廃牛の等級別枝肉の平均重量 (kg)

肥育 無肥育

「上J 11中IJ r:並J 1並J r等外」
277 244 

337 265 

噌

E
i
q
d
 



4. 肥育の目安 化してきている)，試験条件にも差があるため，

付表 1に 1970年代以降の試験(調査)結果 単純な比較はできないが，これを参考に，表8

の概要を，年代順で示した。肥育目標が年代に の肥育の目安を作成した。

よって異なり(例えば，枝肉重量は年毎に大型

表8. 1巴 育 の 目 安

未経産牛 搾乳 牛※ 乾乳牛

肥育開始時体重(kg) 450-550 550-650 550--650 

肥育期間(日) 12ひ-180 100--200 90-120 

乳量比 33+体重比1.5

濃厚飼料(%) 体重比 2.0--2.3
(泌乳期)

体重比1.8--22
体重比1.8--2.2

(乾乳期)

濃厚飼料日量 (kg) 9--13 12--15 12--15 

組飼料(風乾)(%) 体重比0.5--0.7 体重比0.5--1.0 体重比0.5--0.7

粗飼料日量 (kg) 3--4 3--6 3--4 

増 体(kg) 
0.2--0.6 (泌乳期)

日 1.ひ-1.5 0.9--1.2 
0.9--1.2 (乾乳期)

増加乳量 フラスアノレファー

出荷体重 (kg) 630-670 700-750 700--800 

枝肉歩留(%) 53--56 50-54 52--54 

枝 肉 量 (kg) 340-380 360--390 370-420 

格 付 It 並~中 並 並

• 

※肥育中に乾乳する場合を示したo

未経産牛の場合は，肥育開始体重が小さいた

め，長期間の肥育を要するが，肉用牛の肥育に

近似していることから，枝肉格付等級も高く，

図3のように「中」になることも多く，枝肉単

価もその分だけ高くなる。

搾乳牛肥育では，肉生産の他に乳量増加と泌

乳持続性の向上を期待できるが，泌乳中の増体

に多くは望めない(日増体0.2-0.6kg)。

乾乳牛肥育では既に体積があるので肥育期聞

は短かくて済む。例えば 600kg以上の体重のも

のであれば 100日程度の肥育でよく，肥育開始

時の体重が小さしかっ，肥育期間中の日増体

が良好な場合に限って肥育すべきであろう。

5. 肥育差益と肥育技術

1日当り肥育差益は次に示すとおりである。

鵬動日銀伊l議健十γ+購
ここで素牛代金とは，肥育しないで出荷(購

入)した場合の乳廃牛の金額(体重岡×枝肉歩

留り×枝肉kg当り単価)で，枝肉歩留りは 47

~48dノ'枝肉単価はその時点の枝肉等級の相場

次第であるO 図3のように牛の栄養度によって

は「並Jも散見されるが， I等外」とするのが
普通で、あるf)この場合，未経産牛は，宅8に示
したように経産牛より日増体〆員好守)枝肉歩

留りも高，，;ことが知られているので，購入金額

も大きくなり，最近の現地資料7昭和58年 6月)
で、は，経産牛 1頭平均が309千円(体重608kg) 

であるのに対して，未経産牛は体重が524kgで

小さいにもかかわらず， 311千円となっている。

管理費その他とは，敷料費，施設償却費，金

• 

ワ臼
円
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• 

利その他であれ敷料は 1頭1日当りしきわら

4~5dMくずの場合， 20悶・日17)管
理費その他全体で200円程ri}搾乳しながらの
肥育では400円程ぜ2考えられる。
また， (枝肉代金一素牛代金)ニ肥育増体量

料)x( 1 +肥育歩留り向上剣:%))><(1+格付
等級単価の差)とも表わされるので，肥育で利

益を多くするには，1)相場の変動に注意し，

格付等級単価の差が大きい時期に出荷すること，

2) 日増体と飼料効率の良好な牛を肥育するこ

と， 3) 肥育期間を短縮することである。万田

・斉起配3)1日当り差益と 12項目の形質との

相関を調査し，経産牛では，肥育期間および飼

料費との聞に負の相関を，枝肉代金および枝肉

単価との聞に正の相関を，未経産牛では，肥育

期間，飼料要求率および飼料費との聞に負の相

関を， 日増体，枝肉代金および枝肉単価との聞

に正の相闘を報告している。

1) 枝肉等級単価の差

図4に各年次の「並」と「等外」の単価を示

し，両者の差が平均245円であることを表わし

た。しかし，この値は年間平均のものであり，

実際には，例えば昭和57年度の単価差は，少な

い月(6月)の 166円に対して，差の多い月(

12月)では 297円にも達している。また，単

価そのものについても，周年度内の最高と最低

の差が「並」で 152円， I等外」で 124円に
も達している01)万田・斉掃討3)この問題につい

て， I肉牛経営の経済性は肉相場しだいである」

という言葉を引用している。

しかし，乳用雄子牛の育成・肥育の約 18ヶ

月間の飼養期間と比べると，短期間であるため，

相場変動に対処しやすい部門ともいえる。

2) 増体と飼料効率

乳廃牛の肥育は，前に述べたように， 日増体

の向上と肥育期間短縮のため，濃厚飼料の多給

ないしは自由採食が前提となっている。したが

って，その飼養方法に大差はなく，日増体や飼

料効率，肉量や肉質に及ぼす要因は肥育素牛の

個体差であるといっても過言で、はないf)

表 9. 各肥育試験(調査)の個体差(変動係数，'1'0， n孟6) 

牛の種類 試験(調査) 自始Ei EE育出荷 枝肉量
群単』晴期苛樹下※

n 
期間体重 飼飼 有 無

未経産 万田・斉藤13) 16 12 27 27 9.6 。。
村上回) 50 11 22 18 5.8 9.3 。 。

経産または 万田ら9 6 7f3 41 16 8.6 13 。。
経産牛主体 万田・斉藤11) 16 12 27 49 9.6 。。
(乾乳牛)

静岡県畜討の 6 8.2 29 10 14 。 。
滋賀県種畜場4) 12 11 71 58 11 15 。。
釧路農協連時 73 11 37 25 7.9 7.8 。 。
村上司 60 9.8 31 17 ?欝6.9。 。5.6 '2Jjftt_ 6:4 
新得畜試の 7 16 14 12 12 。 。

搾乳牛 山口県種畜場J15) 6 6.5 30 21 8.5 10 。。

• 
※仕上り状態によって出荷時期を調節

表 9に，標本数6頭以上の試験(調査)の変

動係数を示した。新得畜試を除いたすべてが日

増体に関して20%以上の変動係数を示している。

したがって"肥育素牛の選定が非常に重要な

ポイントとなるo 豊ぱ往選定に当って，体積の

あるもの，神経質でないもの，健康で食欲旺盛

なものを選ぶべきであるとしている。

また，肥育前に粗飼料主体で飼養されていた

ものは増体が良いという報i~~宮。
廃用理由別では，消化器，循環器，泌尿器，

運動器に障害のあるものは避けるべきであろう。

本論文に引用した報告でも肥育したものの廃用

円
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理由は，繁殖障害(不妊)，低能力，老令，乳

器障害，体型不良のいずれかであれ肥育向け

の選択が行われていたことを示しているo

日増体だけを取り上げれば，妊娠牛肥育は増

体は良いが，乳量は少なく?実用に抵抗が感じ

られる。市場購入の場合，知らずに妊娠牛を導
、且)， 1~)

入する場合があるか~/'7(工流産(プロスタグラ

ンディンF，)，vの25昭注射)させて，群平均以上

の増体をさ147こ報告tiあるO
乾乳牛についての肥育開始時体重別では， 5 

00--550kgの日増体が良好で， 500 旬以下と

700kg以上では悪かったという報告 (n=735)

があり， 571土56kg( n=6 0)町、は，負の相関

が認められた(表10)。

表 10. 肥育諸形質問の相関係数

ち，群飼にもかかわらず，釧|路農連5向島成

績の斉一性が評価できる。さらに，村上は肥育

期間の斉一性(変動係数 17--18%)，すなわ

ち定時出荷にも目を向けており，付表1の日増

体の良好なこと(経産牛1.43kg，未経産牛1.52

kg)も加えて，まさに理想的な経営といえる。

4)肥育期間

付表 1の乾乳牛の肥育期間のうち， 5か月間

の報告えあるが，肥育開始時体重が400k抹満

であること，濃厚飼料の制限採食の条件であっ

たためで，その考察では 100--120日間の肥

育期間が望ましいとしているO 高ぱ色も肥育開

始時体重が470kgの乾乳牛で，平均4.5か月間

の肥育期間を設定したが，肥育前の栄養状態が

中程度であれば， 3か月間の肥育

で十分であると述べている。また，

導入体重出荷体重肥育期間増体量日増体
前に述べたように， 1日当り肥育

差益と肥育期dEコ間，吐』 との聞に負の相関
導入体重

/0、 ※ ※ 
を認めた報 惑る。一.39 一.71 ー.55

出荷体重 .16 .10 したがって，表8のように，搾

肥育期間 一.17 一.06
※ 

乳肥育を除くと， 50 Okg程度の小.57 

増体量 ー.69
※ 
.17 .15 さなものは 5か月間， 6

聞

0
な

Okg程度

日増量 ー.54
※ 
.17 ー.41

※

の大きな間3もをの肥は育
3か月 いしは

100日 期間の目安として

左下の大きい数字が経産牛，右上の小さい数字が未経産牛，
※ :pく0.01 一、

いいであろう。

ここで，確かに肥育期間が長く(村上 )~Vコ資料より統計処理

表10で興味深いのは，肥育期に対する導入体

重，増体量および日増体の相関の反応が未経産

牛と経産牛で異なることである。これは，両者

とも増体量と日増体の聞に正の相闘があること

から，導入体重の大きさの差によるものと考え

られる。

飼料効率について，豊ぱ
6(
t.， 1 kg増体に要す

るTDNが7kg以下のものを理想的な肥育素牛

であると述べ，若令牛ほど良1flSょうである。
3) 枝肉重量の斉一性

牛肉生産経営にとって 1頭当りの利益の他に，

商品の斉一性，すなわち，枝肉の重量とその品

質の斉一性も大きな意味を持っている。それは，

流通段階の原則が「定量J， I定時J， I定品

質Jであるからである。この意味で，表9のう

なると，枝肉歩留りと格付等級は

向上し?)，理~Iは若令牛に著しし J2L 格付等級に
ついていえば，経産牛は「並J，未経産牛は「
並」または「中」で、十分で、5'giというのは，
表 11に示すように，乳廃牛は乳用種の「なれ

のはて」であり，肉専用種でなし、からである。

特に，老令牛の脂肪の黄色は顕著で汁o才以上

のものは肉質改善を期待しない方がよさそうで

あるJもしろ，肥育延長を試みるよりも，飼料
効率の悪い牛を淘汰すべきであろうJの
また，肥育を延長することによって，格付等

級が「中」以上になったとしても，飼料効率の

点で勧めがたい。すなわち， 70 Okgもの成牝牛

の体重維持に要するTDN量は4.3切となり17配
合飼料に換算すると 1日6kgに相当する O これ

だけの量の濃厚飼料が，生体維持のためだけに

-34-
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表 11. 肉用めす枝肉の品質欠格要因調べ

• 

種 枝 調査頭数UL外

肉 質

等級肉 均称肉づき 脂肪付着 脂肪 肉の
肉のきめ 脂肪の

類 (頭) 過多|過少 交雑 色沢 -しまり 色沢と質

和 「上I以上 85.0 82.9 76.5 14.3 31.2 22.0 71.0 

牛
中 3，245 

中 14.8 16.9 5.0 74.6 67.3 76.5 25.8 
め 並 0.2 0.2 0.0 11.1 1.5 1.5 3.2 
す

計 100 100 100 100 100 100 100 

「上」以上 62.7 74.3 51.8 0.0 9.2 8.3 63.2 

乳
中 4，514 

中 36.3 25.0 57.0 89.1 90.3 35.5 

用 並 1.0 0.7 0.0 I 1.6 43.0 1.7 1.4 1.3 

牛
計 100 100 100 100 100 100 100 

「上」以上 11.6 19.4 8.7 1.7 1.9 1.9 7.1 
め 中 61.0 51.4 4.2 21.1 15.7 
並 8，1 21 
す 並 27.4 29.2 1.9 I 45.8 94.1 77.0 82.4 52.9 

計 100 100 100 100 100 100 100 

注)数字は，調査頭数志 100%としたとき，それぞれの項目の等級に判定されたものの率を示す。

(日格協)， 

毎日消費されることとなり， I中J以上になっ

たことによる枝肉金額の差額では，経済的に損

失をまねく可能性の方が強い。

5) 濃厚飼料自由採食における留意点

160 

!・ 1

4of--l i i 

li i 乾草(5日平均) ，，!11洲投与
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図5. 7頭群飼時の飼料の原物給与量(採食量) (新得畜試 )3)
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既往の試験のほとんどは，濃厚飼料自由採食

のための馴致を必要と認め，大規模肥育経営で

もそれを実施しぞいも:8)今，飼料給与量(採食
量)の日間変動の推移を，新得畜試の例で、図 5

に示した。これは 7頭群飼， 1日2回の飼料給

与， 15日間の濃厚飼料馴致期間，濃厚飼料自

由採食期間中は，濃厚飼料が7頭全体で 10kg 

程度飼槽に残っているように給与したものであ

るO それによると自由採食開始直後，採食(給

与)量が急激に低下し， 1日1頭平均で5旬以下

にまで低下した。万田ら9ま肥育開始後 1か月経

過時の増体停滞を認め，その原因が下痢と食滞

であったと報告している。図5では濃厚飼料自

由採食のための馴致として， 3日ごとに増量し

て牛の状態を観察する方法をとったが，豊田?

1頭当り毎日 ωkgの増量を推奨し，現地仰トは

2日ごとに 1頭当り 2kgずつの増量を実施して

いる。

また，馴致期を経験させたとしても，濃厚飼

料の飽食は，下痢，食滞のほかに鼓脹ぜも憂慮、

される。図 5で示すように，最高採食量は肥育

開始後2か月で，体重の 3.1%であった(現地例

でも 2か月目，体重比 3.0%が報告されている)

が，同時に，この時期の日間変動の大きいこと

が注目される。すなわち，体重比2.5%あたりを

超えると，急に採食量が低下し，次の日には 1

頭当りで10kg近くも低下する場合もあった。こ

のことは，増体停滞の原因となる下痢などの症

状が起る可能性のあることを意味している O し

たがって，体重比 2.5%と断定できないとしても，

採食量が，ある水準を超えた場合，慎重な観察

が必要となる。

肥育牛の健康のためには濃厚飼料の制限採食

の方政彦るが，日増体が低く，前項で述べた

ように，肥育期間の延長は維持のためのエネル

ギーが無駄に使われるため，飼料効率の点で勧
-3)，，9).16) 

めがたいご主た，制限採食による競合で，採食

できない牛がでてくる心配もあるア

6) 搾乳肥育

搾乳しながらの肥育は，肥育途中で乾乳する

方法と，肥育期間中搾乳する方法の 2つに分け

られるが，いずれの方法でも，濃厚飼料多給に

よって乳量は動i匂5)泌乳持続性も向上する1晃
め，増加乳量分の乳代金が飼料費を充足するこ

とから，当初から乾乳牛を肥育する場合より差
)，15) 

益は大きし、。'

しかし，日増体は泌乳によって低下し?)，唱に

は体重減の例もあったル乳しながらの肥育

での日増体は，肥育期間中搾乳する方法より，

肥育中に乾乳する方法の方が優れ，肥育中に乾

乳する方法のうちでは，泌乳期より乾乳期の日
g}.15)=rn ... 9.2 

増体が高かっ光。万田らは，泌乳分の他に日増

体が 1kgになるように計算した飼料を給与した

結果， 1 kg産乳に要したTDNは 0.95kg (肥育

期間中搾乳)あるいは1.11kg(肥育中に乾乳)

であるのに対して， 1 kg増体に要したTDNで

は，実に 51.1kg(肥育期間中搾乳)あるいは，

2 3.6kg (肥育中に乾乳)に達したとし，摂取し

た飼料の養分は，優先して泌乳に使われると述

べている。山口種識の報d、も，乾乳中の日
増体は泌乳中のそれの約2倍であったとし，搾

乳中の日増体は0.5kgが限度であろうと述べてい

る。

枝肉歩留りおよび枝肉格付等級についても肥

育中に乾乳する方法の方が優れているようであ
の，1仏 15)
り，特に，格付に大きな影響を与える脂肪交雑

との相関について，山口県種畜威は，飼い直

し肥育期間および産乳分を差ヲ|いた摂取養分と

の聞に正の有意な相闘を認めている。

以上のことから，搾乳しながらの肥育につい

ては，乳量の多い牛は肥育期間中搾乳し九L量

の少ない牛は，途中で乾乳し，肥育期聞を延長

して出荷した方弘 1日当りの差益が多くなる

ようである。

搾乳しながらの肥育では，先に述べた乾乳牛

の消化器系の障害の他に，乳房炎発生が散見さ

れ:)，号の増体も悪く，乾乳方法では，急速法の

方が，漸減法より発生しやすいようで、あるJ5j
以上の搾乳しながらの肥育の成績は，供試頭

数が少なく，乳量などの個体条件にも大きな差

があり，今後，さらに大規模な試験が必要であ

る。
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発酵乳の生理効果

帯広畜産大学 祐 川 金次郎

1. 発酵乳の起源

発酵乳は紀元前から作られ，長年にわたって伝

統的な作り方が継承会れ，世界各地で地方色豊か

な食品として定着してきたo これらの発酵乳は，

ヨーグルト s アシドフィルスミルク，パターミル

クなどの乳酸を主体とする酸乳と，ケフィア，ク

ミスやレーベン等の乳酸発酵にアルコール発酵を

ルトに抗菌作用があることや，マウスの移植がん

細胞の増殖抑制作用のあることも報告されているo

. 加味したアルコール発酵乳の 2つに大別されるo

近年，腸内菌叢のヒトや動物の健康における役

割が次第に明らかにされるにつれて，発酵乳や乳

酸飲料の効用についても，腸内菌叢の関連から検

討が加えられるようになった。ヒトの腸内には多

くの種類の徴生物が生存しており，それがパラン

スよく住みついていること，そして，ヒトが病気

になったり，年を取ったりすると，とくに乳酸菌

類が少なくなり，このパランスがくずれること，

また腸内には良い働きをする菌のみではなく，悪

い働きをする菌も住んでいることなどが知られて

きた。

• 

乳酸発酵乳のことをトルコ語で pヨーグルト H

といい，東地中海沿岸の諸国，パルカン地方， ト

ルコなどにおいて古くから飲用されてきたもので

ある。ヨーグルトが世界的に広く消費されるよう

になったのは. 20世紀のはじめ頃，メチニコフ(

1908年度ノーベル生理医学賞受賞)がヨーグルト

説を提唱してからのことであるO この説によると，

人閣の大腸内では，腐敗細菌によって腐敗がおこ

り，毒素が長年にわたると自家中毒をおこし，こ

れが動脈硬化症の原因となって老衰と短命を招く

ことになるが，フeルガリア人のように，多量のブ

ルガリア菌を含有するヨーグルトを常用すれば，

この乳酸菌が大腸内で腐敗菌を抑制し，長寿を保

つことができるというものであるo

2. ヨーグルトと長寿

ヨーグルトは本当に長寿に関係するのか，につ

いて明確に答えることはむずかしいが， H腸内に

乳酸菌が多く棲息していると，腸内の異常発酵を

防止する。有害菌が発育しなくなるo 胃腸炎がよ

くなるo 栄養素，とくにビタミン類が豊かになるo

動脈便化が緩和されて老衰が遅延する Hといわれ

ているo

すなわち，メチニコフの不老長寿説にはじまり，

多くの研究者によって，胃腸障害，肝臓障害，腎

炎，下痢，大腸炎，食慾不振，貧血などに有効で，

これらが腸ぜん動のコントロール，病原菌の抑制，

消化吸収の促進，鼓腸軽減，肝臓機能の促進など

によるものと考えられている。最近では， ヨーグ

良い働きをする菌とは，少なくとも人体と共生

的な関係にある菌であって， ビタミン合成，消化

吸収の促進，腸内腐敗の抑制，感染抵抗性の増進

などに役立つ菌であるo これに対して悪い菌とは，

なんらかの形で病原性を発揮する菌であって，こ

れらの菌は，ときには有害な代謝産物であるアン

モニア，硫化水素，アミン，フェノール，発がん

物質などを腸内に生産する。これらの腐敗発酵産

物は細胞毒性をもっており，肝臓，腎臓，貧血，

がん，下痢などの増悪因子となって，人体に悪い

影響を与え，長い間には，知らないうちに生体に

障害を与え，成人病発症の原因をつくり，老化を

促進することになる(図 1) 1)。このような腐敗

産物は，ある種の乳酸菌，例えば. L.カゼイを投

与すると減少することが認められているO

良いパランスの腸内細菌叢とは，良い菌が優勢

な細菌叢であって，それは腸管ならびに各臓器の

正常な働きを助けることになり， ヒトが長く健康

であることに結びつく。ピフィズス菌は良い菌の

代表といわれている。悪い菌としては大腸菌，腸

球菌，ブドウ球菌，緑膿菌その他があるo

ミルクは乳酸菌のもっともよい培地であるので，

ミルクを飲むこと，さらに生きた乳酸菌を食べる

ことは，腸内に乳酸菌を定住させることになるO
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ヨーグルトの栄養価は，その材料である牛乳また

は脱脂乳と同じであるがs もし，これまでに述べ

たような効果があるとすれば，これはヨーグルト

中の乳酸菌のためで、あるといえる。

3. 長寿と腸内菌叢

] )腸内細菌の働き

健康なヒトの場合，元来無菌と考えられていた

栄養の消化吸収をする消化管上部から，小腸下部

には乳酸梓菌が優勢であり，小腸下部から大腸に

かけてはパクテロイデス， ピフィズス， カテナパ

クテリウムなどの嫌気性菌が優勢に住みついてい

. る(図2)1) 0 すなわち，腸内臓は乳酸梓菌と

嫌気性菌群の 2種類が最優勢菌であり， しかもこ

れらの菌は消化管の各部位によって，それぞれ住

み分けをしているということであるO

• 

乳酸揮菌やピフィズス菌などの嫌気性菌のそれ

ぞれにおける存在意義は，外来菌も含めて，その

部位で増殖するのが好ましくない各種の細菌群に

対して増殖抑制の役割をしていることにあるとい

えるo また，乳酸樗菌やピフィズス菌の産生する

乳酸，酢酸， プロピオン酸などは，腸管のぜん動

運動の機能低下の調整役として，人体にとって有

益な作用をしているものと考えられるO

どの菌がどのように有用か有害かはまだ分って

いないことが多いが，腸内の有害菌を抑制し，有

用菌を増すようにすれば，老化，発がんを抑え，

健康を維持することができると考えられる。この

腸内菌叢のパランスを支配し，有害物質の素材と

もなるのが食餌であるO 食成分の健康におよぼす

影響は，腸内菌叢を介して発現する可能性が強L、。

発酵乳，乳酸菌飲料の効果も，その生体への直接

効果と同時に，腸内有害菌の増殖抑制，有害物質

の生成抑制，腸内有用菌の増殖促進など，腸内菌

叢の構成や代謝を改善することによっで効果が発

揮されることを考慮する必要があるo 発酵乳，乳

酸菌飲料の効果として，一つは乳酸菌そのものに

よる効果， もう一つは乳酸菌による発酵成生物の

効果が考えられる。

2) 有害物質の吸収抑制

(1) 老化の防止:食品中の蛋白質は，消化酵素

によって分解され，主に小腸で吸収されるが，一

部は腸内の各種細菌によって分解され，アンモニ

ア，硫化水素など，人体に有害な物質も作られる。

健康なヒトでは，このアンモニアは肝臓で解毒さ

れ，尿素に変えられて尿として体外に排出される。

しかし，肝臓機能がなんらかの原因で低下すると，

アンモニアの尿素への解毒が不十分になり，肝性

昏睡になる場合もあるO

このアンモニアは腸内のpHによって吸収のさ

れ方が違ってくるO 腸内の pHが低い方がアンモ

ニアは体外に排出されやすくなる。逆に腸内が中

性やアルカリ性だと，アンモニアは腸内から吸収

され，肝臓などの諸器管に負担をかけ，老化を促

進していくことになる。つまり腸内の pHを低く

すれば老化の促進を防ぐことになるO

ラットに乳酸梓菌の 1種であるL.カゼイを投与

すると，消化管中の pHが下がり，消化管および

血液中のアンモニア量が低下してくることを表 1

に示した2)。

表1. L.カゼイ投与によるpHと
アンモニア濃度の変化
(ノートバイオートラット)

pH アンモニア(岬/100冒uJ)

盲腸 盲腸 門脈血

L.カゼイ 5.6 1 2 8※ 516※ 

対照群 6. 3 2 3 2 7 7 2 

※P <0.01 

(2)か有害物質産生の抑制:アンモニアの吸収は

腸内の pHによって左右されるが，そのほか腸内

のpHはいろいろなことに関係しているO 例えば，

腸内腐敗や腸内菌叢の乱れなどによって，アンモ

ニア，硫化水素以外の有害物質も腸内細菌によっ

て生産される。インドール，スカトール， フェノ

ールなどがその主なものであるO 腸内pHが酸性

になると，これらの生産が低下する。また，栄養

素の吸収にも関係があり，カルシウムs リン，鉄，

ビタミンなどの吸収は，腸内が酸性のときの方が

よいことも明らかにされているo

4. 発酵乳の効用

1 )乳酸菌の酸耐性

一般に市販されている発酵乳や乳酸菌製剤は，

-43-



1081lf: 
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を期待しているわけであ

るo

それでは，乳酸梓菌を

経口投与した場合の効果

についてみると，まず各

〆目、

¥ ¥ 
『、。 種の乳酸梓菌の胃液，胆

~ 
汁などの消化液に対する

輔 耐性については，図3.

4に示した2)。一般にヨ
掴 、 、¥

『ー_""l....::子， ーグルトに用いられてい

るブルガリア菌は，胃酸，
母{ 、 、、

胆汁酸によってほとんど . 。
死滅し，動物由来の代表

的菌株であるアシドフィ

L.プルガリカス
ラス菌はブルガリア菌よ

り強い耐性を示し，カゼ

o -
圃

イ菌もより強い耐性を示
1 2 3 

経 過 時 間
しているo乳酸菌にも多

くの種類があり，大別し

図3 代表的乳酸梓菌の人工胃液(pH3)中での消化(37"C) て酪農乳酸菌と動物由来

L. カゼイシロタ株 1 

• L カゼイ

L.アシドフィラス 1 

L. ユーグルティ

L. ブルガリカス

ム噛一一明ム閉山町向.""L，。 200 400 600 

デオキシコール酸 が〆M

図4 代表的乳酸梓菌の胆汁酸耐性(デオキシコール酸)
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の乳酸菌があり，腸内で生きられる乳酸菌は限ら

れているO

2 )腸内菌叢のコントロール

子供30人を 2つのク守ループに分け，一方には消

化液の殺菌力に耐えられるカゼイ菌の入った乳酸

菌飲料を与えて，その経過を比較した成績を図 5

に示した2)。乳酸菌飲料を与えたク'ループは， 1 

週間後から腸内の梓菌が 1億個/9にふえ，投与

中止まで続いているO 一方，大腸菌は乳酸菌の増

加と対照的に減少し，投与中止後増加してし、る。

また.アシドフィラスミルクを与えると，糞便中

の大腸菌減少とともに，血中ヘモグロビンおよび

のようなことも明らかにされている。

その第 1は，腸内で生産される乳酸によって，

腸管のぜん動運動が充進され，それによって便の

排出が容易になることが示唆される O

第2には，腸内の pHを低下させる作用は，有

害なブドウ球菌や大腸菌のような細菌がアルカリ

性の環境でよく増殖するのに対して，抑制のため

に有効であることが推測される。

第3に，腸内で生産されるアンモニアの量を抑

制し，同時に腸管から吸収されるアンモニアも減

少するということで，生体へのアンモニアの悪影

響を少なくする効果があるo

.鉄濃度が高くなることも認められている3)。 つまり，乳酸梓菌は腸内での有害物質の産生を

抑制し，健康維持，老化防止に関与するいくつか

の有用性をもっ菌として注目されてきている。

• 

さらに老人を対象にした調査もなされ，乳酸菌

飲料投与によって，腸内の乳酸梓菌は次第に増加

し，これに対してパクテロイデスが減少すること

も認められている2)。

以上のようにカゼイ菌を投与すると，腸内に先

住している乳酸樗菌やピフィズス菌とともに増殖

し，その結果，消化器管の機能，ひいては生体の

健康にどのような影響を与えるかについても，次

制

3)乳糖不耐症

成人になると腸内のラクターゼ活性が低下する

人が多いため，牛乳を飲むと下痢する場合が比較

的多い。発酵乳，乳酸菌飲料中には，乳酸菌が産

生したラクターゼが含まれているため，これを摂

取することによって，乳糖不耐症の人でも下痢す

2 1 0 2 3 5 7 2 3 4 5 2 3 2 3 

週 l 日一一←週 :一一一一日 i週
図5 L.カゼイ菌を用いた乳酸飲料投与とヒト大腸菌群の変動
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ることがないといわれている(図 6)4)0 

4)ストレスに有効な乳酸菌

強度の緊張が続くと，腸内の細菌のバランスが

乱れてくることは，宇宙飛行土などの調査でも明

らかになっているが，ストレスの多い現在，この

点からも乳酸菌の利用，つまり発酵乳，乳酸菌飲

料は非常に重要になってくるO

5)抗生物質治療による副作用の軽減

抗生物質投与時に腸内菌叢の乱れがおこり，そ

の結果，腹部不快感や下痢をする人があるO この

ような場合に，アシドフイラスの抗生物質耐性株

を同時に投与することによって副作用が予防でき

るという成績がある5)。

5 コレステロールと発酵乳

牛乳や発酵乳の低コレステロール効果の研究も

あるo 例えば，アフリカの乳肉主食のマサイ族に

は意外に心臓動脈疾患が少ない。その理由の 1つ

に牛乳や発酵乳の大量摂取が関与しているといわ

r'¥ 

調¥ 4口語、
、】J
:与J 同
且4

得、

鳥、

11'. 

10 

8 

6 

4 

2 

2.0 
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0.4 

2 4 6 8 10 

時間

図 6 ヨーグルト中のラクターゼ産生

れ，実際に 1 日 4~5Ø の発酵乳給与の臨床試験

から，図 7に示したように，明らかに血中コレス

テロール値の低下がみられる6)。この低コレステ

ロール因子は，牛乳中に比較的多く含まれている

オロチン酸7)および非透析性画分にある未同定の

成分も関与していると報告されてしる。

両者のコレステロールの生合成を低下させる機

構は異っている。このように牛乳や発酵乳が循環

器病を予防する可能性についても焦点が向けられ

てきているO

6 がんと発酵乳
わが国でも昭和57年度には，死因のトップをが . 

んが占めることになった。がんの成因にはいろい

ろあるが，疫学者によると，その80----90%は環境

要因によるとし巾、8)，アメリカでは女性の60%，

男性は40%以上が食事や栄養に関連するといわれ

ているの。このようなことから腸内菌叢との関係

についても関心がもたれるようになってきた。

動物レベルで、あるが，腸内のアシドフィラス，

カゼイやピフィズス菌がある種の発がんを抑制

する働きがあることが示されているo マウスに

ヨーグルトを経口投与してエーリッヒ@カルシ

ノマの増殖が28----35%抑制されたと10----12)，ま

た，アシドフィラスによる発酵乳と初乳でマウ

スを飼育し，腫蕩の増殖を16----41%抑制J13~ さ
らにアシドフィルスやピフィズス菌がマウスの

肝がんの発生率を低下させることも認められて

いる叫このように，発酵乳を摂取することに.

よって，改善された腸内菌叢を介しての制がん

効果が期待され，研究も進められている。

一方，食事との関係でみると，肉食中心の欧

米食の場合，大腸がんの発生率が高く，胆汁酸

を加水分解して発がん性物質にかえる酵素をも

っ菌が多く住みつき， したがってそれらの酵素

活性も高まり (β ーグルクロニダーゼ，アゾレ

ダクターゼ， ニトロレダクターゼ)，アシドフ

ィルスなどの有用菌の投与でこれらの活性が低

くなることも確認されている15・16)。 また，フ

ィンランドでは，肉食であるにもかかわらず，

結腸がんが少ないということが疫学的調査によ

ってわかり，その原因として，古くから大量に
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体調を正常化し，

発酵乳給与 4 ~ 5 O/I日

アンモニア，ア

ミンs 硫化水素

およびフェノー

160 

、、命
¥ 
~ 150 

ム‘、

n 

elト 140 
Tく

ム

n 
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ル等の有害物質

の発生を抑制す

ることがわかっ

てきた。母乳栄

養児が人工栄養

児に比べて病気

tこカミカミりにくし、

というのは， ピ

フィズス菌に守

られているから

だといわれてい

るO

ピフィズス菌

は大部分腸内に

のみ分布し，と

くに大揚に優勢

120 ...... """'''''''.--.即~..…一四....1布一宮市吋i申加担....."J一一一四L=-:明白-l週間均一J
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に住みついてい

るO 一般にピフ

ィズス菌とは，

ピフィドパクテ

リウム属で， ヒ

試験日数

図 7 マサイ族の血清コレステロールにおよぼす発酵乳給与の影響

消費することが習慣となっている発酵乳が腸内菌

叢を改善するためではないかといわれているO

. 前述したバルカン半島の長寿村のヨーグルトの

乳酸菌ブルガリアは，胃酸，胆汁酸でほとんど死

滅するが，それでも長寿に役立っているとすれば，

腸内における菌の定着も必要であるが，菌体成分

または菌体から産生される成分も関与しているこ

とが考えられるO このことについては，ブ‘ルガリ

ア菌の細胞壁成分および菌体抽出液もある種のが

んを抑制することが確認されている，17)。

7 ビフィズス飲料

健康と腸内細菌との関係が各方面から強い関心

が寄せられ，その中で有効菌の代表ともいわれる

ピフィズス菌がとくに注目されているO ピフィズ

ス菌が腸内で活発に{動けば，有害菌の繁殖を抑え，

トから主に分離

されるのは， B. infan ti s. B. breve. B. bifi-

dum. B. long-um. B. adoles~nj;is の 5 菌種

である。これらのうち， B. infantis，と B.breve 

は乳児から分離されることが多く; B. bifidum 

とB.longumは乳児および成人から分離され，

B. adolescentisは成人が主体であるO

ピフィズス菌はク'ルコースを発酵して乳酸をつ

くるので，広義の乳酸菌であるが，同時に酢酸を

多量に生成する。また，草，木，土中などの自然

界に棲息することがなく， しかも微量の酸素の存

在下でも増殖できない偏性嫌気性菌であるo さら

に増殖のための栄養要求もきびしく，牛乳中でも

増殖しないために発酵乳への利用は非常に困難で

あった。

1) ピフィズス菌の生理作用

最近はピフィズス菌を利用した発酵乳および乳
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酸菌飲料が多くなってきているO その理由は次の

ような効果が明らかにされてきたからであるo

(1) 腐敗菌による腸内の腐敗を抑制して，たん

ぱく質等の異常発酵による各種アミン，とくにア

ンモニアの生成を抑制するO

侶)乳酸や酢酸を生産して腸内の pHを低下さ

せ，各種感染菌の増殖をおさえるO またこれらの

酸は腸管を刺激してぜん動運動を活発にするので，

その整腸作用によって便秘，下痢が改善されるO

(3) さらにピフィズス菌は，腸内でビタミン B1，

B2• B6， B12' K， E， ニコチン酸，パントテン

酸，イノシトール，葉酸などを産生するO

(4)ー乳児のたんぱく質消化を容易にするO

このように， ピフィズス菌優勢のよいバランス

の腸内細菌叢を常に維持することが健康上重要と

みられているO

各種疾病時の腸内細菌叢を調べた結果によると，

無酸症，胃腸の悪性腫蕩，大腸がん，便秘および

下痢などではピフィズス菌が少なしまた老人に

なるとピフィズス菌が少なくなり，老衰者ほどそ

の傾向が著しいことが知られている18)。さらにリ

ュウマチ様関節炎の患者では，腸内細菌叢に乱れ

ヵ:おこり， クロストリジューム・パーフリンジェ

ンスという嫌気性の腐敗細菌が異常にふえ，空腸

上部にまで見つかるという 19)。

一方，肝障害が原因の高アンモニア血症におい

て， ピフィズス菌の増殖因子であるラクチュロー

ス(乳糖の加熱分解産物)を投与すると腐敗性の

グラム陰性梓菌が減少し，血中アンモニア値の低

下とともにs 顕著な脳波改善がみられたという 206
さらに，がんとピフィズス菌との関係について

も研究されているo 1977年から1978年にかけて，

厚井らは.21.22，23)B. infantisの生菌，死菌お

よび超音波破壊成分について種々の検討を行ない，

同系移植腫蕩に対して抗腫蕩性を示すことを明ら

かにした。続いて水谷らは，14)肝がん多発系性の

無菌マウスを用いて， B. longumの定着が肝がん

の発生率を低下させることを，また安田らは，24.25)

ピフィズスの細胞壁成分および培養口液がともに

抗腫蕩を示すことなどを明らかにしているO また

大山らは，26)B. longumから抽出した多糖類がマ

ウスに対して抗腫蕩効果を示す知見を得ている。

2)乳製品への利用

ピフィズス菌の増殖促進物質として，カゼイン

の酵素分解物，アミノ糖，ラクチュロースなどが

あり，さらにピフィズス菌による利用度が選択的

に高いオリゴ糖類も腸内でピフィズス菌優勢化を

助長するとして注目されている27.28)0

ピフィズス菌を利用した乳製品については，低

脂肪乳にピフィズス菌と乳酸菌を添加した牛乳タ

イプ。ヨーグルトにピフィズス菌を加えたヨーグ

ルトタイプおよび全乳をピフィズス菌で発酵後，

乳酸菌を添加した発酵タイプに区分される O 製品

中のピフィズス菌数は，牛乳タイプで 106~7/似，

トグルトタイプはが~7，発酵タイプはが以 . 

上のレベルであるO それらの菌種はB.longum 

単用がもっとも多く，一部にB.infantis の単用

およびB.b ifidusとB.breveの混用もあるO 乳

酸菌数はいずれも 10~ムd 以上のレベルで，菌種は

アシドフィラスがもっとも多く用いられている。

ピフィズス菌を加えたミルク(一部アシドフィ

ラス併用)の飲用試験で，高令者あるいは肥満者

を含む成人の便秘が改善され29.30)， 制がん剤投

与中の患者の腸内細菌叢が改善されているO また，

肝便変患者にピフィズス粉乳を長期間投与した結

果，糞便中のピフィズス菌が増加するとともに，

血中アンモニア，フェノールなどの有害腐敗産物

が減少し，症状が好転するとともに，体内でのた

んぱく合成が改善されている31)0

• 
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関連研究会の紹介

昭和58年 1 月 --1~月に行われた関連研究会の主

な活動は，次のとおりであるO

1. 北海道家畜管理研究会

本年は，最Jli，各方面で注目されている「コン

プリートフィード給与システムJを中心課題とし

て，現地研究会およびシンポジウムがもたれた。

会報は第18号が発行されている。

第34回現地研究会 (9月6， 7日)

「コンプリートフィード給与システムを中心と

. しむというテーマのもとに，約 10Q名が参加し，

十勝地方の 4農家を見学し，現地での熱心な討論

が行われた。見学先は清水町斉藤牧場(乳牛，フ

リストール牛舎， ビッグベールサイレージおよび

自家混合飼料給与，糞尿処理ラグーン施設)，芽

室町小川牧場(肉牛， コンプリートフィード給与，

体重測定用デジタルスケーノレ)，中札内町岡田牧

場(乳牛，フリーストール牛舎， コンプリートフ

ィード給与)および帯広市小出牧場(乳牛，スタ

ンチョン牛舎，混合飼料給与)であったo

第35回研究会(1 2月7日)

現地研究会にひきつづき「コンプリートフィー

ド給与システム」を課題にシンポジウムがもたれ，

約 130名が参加し活発な論議が行われた。報告

は次の通り。

西埜 進(酪農大) i乳牛の完全飼料と給飼シ

ステムJ，佐藤正三(北見農試) i十勝における

コンプリートフィードシステムの現状と問題点J， 

村井信仁(十勝農試) iコンプリートフィードの• 
調製機械j

嶋田 徹(帯畜大) I主要気候帯における草種

・品種の適応性と育種効果J.但見明俊(北農試)

「病害抵抗性育種の現状と育種上の問題点J.古

谷政道(北見農試) i品種育種の重要性とその育

種的対応の現状J.田辺安一(中央農試) I寒地

型牧草の放牧適性と育種効果J

第 5回北海道草地研究会賞受賞講演:木戸賢治

(前天北農試) i泥炭草地の造成および維持管理

に関する一連の研究J

3. 日本養豚研究会北海道支部

第28回. 29回研究大会が 2月15日および 6月23

日に開催された。研究大会への生産者の参加が多

いことが，本研究会の特色であり，大会の内容と

しても，生産者や現場の獣医師からの研究体験発

表が重点の 1つとなっている O

第28回研究大会

試験研究紹介

シンポジウム:テーマ「養豚経営をめぐる諸問

題_j，報告:清平順一(札幌・養豚家) i繁殖肥

育一貫生産養豚の企業性についてJ'浅野政一(
当別・養豚家) i我家の養豚経営J.荒木和秋(
滝川畜試) i北海道における養豚経営の現状と課

題J

第29回研究大会

試験研究紹介

研究体験発表;三野修一(真狩・養豚家).竹

中直人(帯広・養豚家)，鶴田清弘(十勝家保)，

吉田健一(苫小牧養豚技術研究会).我妻知二(

小清水町養豚青年研究会)

特別講演:所和暢(新得畜試) i北海道にお

ける豚の飼養管理についてJ
また会報として第14巻 3号. 15巻 1号， 2号が

発行され，研究大会での報告以外に解説，普及記

事や地区だよりが掲載されているO

2. 北海道草地研究会

第18回研究会が12月5， 6日に開催され，一般

講演，シンポジウム，北海道草地研究会賞受賞講

演が行われた。

一般講演:土壌ミネラルと牧草の関連，アルフ

アルファの凍害，放牧利用，サイレージの品質な 4. 育成問題研究談話会

どについて， 41題の発表があったo 第8回談話会が10月6日，以下の内容で行われ

シンポジウム:テーマ「北海道における牧草の たO

生産性向上と育種」を中心に，次の報告がされた。 話題提供:寒河江洋一郎(滝川畜試) iめん羊

噌
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の育成(肥育)と行動J，近藤誠司(北大農) I子

牛群の行動」

5. 北海道家畜人工授精師協会
第39回技術研修大会が9月29.30日にもたれ，

優秀研究発表表彰，研究発表および特別講演が行

われた。

優秀研究発表表彰:田中暁他(雄信内農協)

「年次別にみたNR法と真の受胎率についてJ， 

藤原次雄他(釧路地区共済組合) Iホルスタイン

種雄牛の体格得点と後代検定成績との相関につい

てJ
研究発表:各地区共済組合，道家畜改良事業団

その他から，人工授精による乳牛の繁殖および改

良に関する発表が21題行われTこo

特別講演:小野 斉(帯畜大) I高泌乳牛の栄

養と繁殖」

6~ 日本獣医師会

日本獣医師会主催の 3学会，すなわち日本臨床

獣医学会，日本獣医公衆衛生学会および日本獣医

畜産学会の北海道地区学会は. 9月8， 9日，小

樽市で開催された。

日本臨床獣医学会

例年の如く牛疾病に関する演題が圧倒的に多く，

とくに牛の産後起立不能症の予後判定に関する演

題が目立った。これは獣医師が厳しさを増す酪農

経営と泌乳能力の向上した牛群を相手に，可能な

限り少ない経費で早期に治療するか，あるいは廃

用かの判定を迫られているためで、あるo また電子

技術の進歩により牛へのX線撮影や超音波診断が

日常診療のなかに取り入れられつつあるのも特徴

の1つであっTこ。発表演題は48題で，主なものは

次の通り。

「乳牛の産後起立不能症候群における予後診断

へのアプローチJi判別分析による牛の産後起
立不能症の予後診断JI牛の産後起立不能症に
対するミニパルスによる天平，百会針通電刺戟

療法の経験JI歌登町で発生した乳牛の低マグ
ネシウム血症についてJi大動物用X線診療車
による乳牛の集団検診に関する研究Ji家畜に

おける超音波映像診断JIウシ早期妊娠診断へ

の超音波診断装置の応用JI乳牛の分娩2ヶ月

前から分娩までの期間の血液生化学的性状の推

移JI乳牛における乾乳期の血清総コレステロ

ール値と分娩後の疾病発生との関係J

日本獣医公衆衛生学会

伝染病以外の病変は食肉処理の段階で発見され

ることが多いので，豚の演題はこの学会に集中し

ているo 57年度では「豚の肝変性の発生が絶食時

間と関係が深し、」との発表があり注目されたが，

今回は「エヒノコックスが豚から検出されたJと
の報告が注目をあびた。発表演題は19題であったo

日本獣医畜産学会

この学会では生産技術，牧野衛生などがとりあ . 

げられてきているが，近年，授精卵移殖の演題が

増加しているO 発表演題は18題で，主なものは次

の通り。

「授精卵移植における黒毛和種の反復多排卵処

置成績についてJI受精卵移植に於ける臨床応

用Ji牛卵母細胞の体外培養JI乳牛の夏季に
おける分娩後の卵巣の回復についてJI中頓別
町に発生した二等乳の発生要因と飼料改善によ

る治験成績Ji肉専用種の子牛にみられる下痢
症の発生状況JI鹿追町における乳用雄仔牛の
疾病対策についてJI肉牛の低Mg血症発生に
おける発生要因と血清無機成分の推移について」

• 
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1. 昭和58年度第2回評議会

1 0月7日(金)，酪農学園大学において，支

部長以下23名が出席して開催された。

(1)支部会報第26巻第 2号に掲載する解説的総説

は4編とし，祐川金次郎，藤田裕，上山英一，

裏悦次の各氏に執筆を依頼することとしたO

(2)従来取扱いが不明確であった北海道外在住の

会報定期講読希望者は，会報定期講読者とし，講

読料は正会員会費に準じたものとする，会計上は

定期講読料という項目を設けることが承認された0e(剖長期滞納者(昭和57年度までで3年以上会費
滞納している者)13名について、 10月末日まで会

費の納入がない場合、除名処分することが承認さ

れた。

(4)第5回世界畜産学会議 (WCAP. 8月14日

---19日)および会議終了後の北海道ツアーについ

て支部長より報告がされた。

(5)その他，支部会報の欧文名および会費未納者

に対する会報配布停止処置について事務局で検討

することが提案された。

2. 昭和58年度(第39回)支部大会

10月7日(金)，酪農学園大学で開催された。

一般講演は47題，特別講演として「食糧問題と北

海道畜産への期待J (吉田武彦氏・北農試)が行

われた。また支部賞受賞者講演として「原料乳格

.付検査法の改善に関する研究J(笹野 貢氏，元道
酪研)が行われた。大会参加者は約 150名であっ

た。懇親会は昼食パーティとして行われた。

3. 昭和58年度支部総会

10月7日(金)，酪農学園大学で開催され，議

長として平尾和義氏(酪農大)を選出し，以下の

議事を行った。

(1)昭和57年度庶務報告，会計報告，会計監査報

告および昭和58年度事業計画，予算が，いずれも

承認された。

侶)評議員の交替・補充として，大森昭一朗氏転

出の後に針生程吉氏を，幹事から大久保正彦氏を

加えることが承認された。

報 丘ヒ
Eコ

議事に続いて支部賞受賞式が行われ，第 5号と

して「原料乳格付検査法の改善に関する研究J( 

北海道酪農検査所生乳検査技術研究ク'ループ・笹

野貢，岡田迫徳，長南隆夫氏)に対し，支部長よ

り賞状および副賞が授与された。
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日本畜産学会北海道支部会員名簿(追加・訂正分)

(昭和59年 1月1日現在)

名誉会員

氏 名 住 所

伊藤 安

大原久友

札幌市中央区北 2条西23丁目
札幌市中央区北3条西 7丁目酪農センター内

酪農総合研究所

正 ム
宮
= Fミ

氏 務 先 |郵便番号名 勤 勤務先所在地

新入|安藤 哲 l北農試畜産部 1061-011札幌市豊平区羊ケ丘1

訂正|長南隆夫|道立衛生研究所 1060 I札幌市北区北 19条西 12丁目
1/ 1江連康行|雪印食品KK

" 1深瀬公悦|雪印種苗別海工場 1086-031野付郡別海町中西別 192

新入|花田正明|北大農学部 1060 I札幌市北区北9条西 9丁目
訂正|平野将魁|南根室地区農業改良普及所 1086-021野付郡別海町別海新栄町4

" 1広瀬 勇|論貴重鶴農業改良普及所 1098-叶枝幸郡浜頓別町南1西2

" 1本庄哲二|酪農総合研究所 1060 1札幌市中央区北 3条西7丁目
I LJ]. i1;1;;: .dn.. ::v-I _____L_Q'$_.，....~J.lL.r:-Tf1tt~，l-r-Lt ttf .. -Tl.. ...... -r:.Ir¥n n. 1"'¥...1 酪農センター内

新入|伊藤鉄弥|十勝北部地区農業改良普及所 1080一011河東郡音麹町大通5丁目

訂正|伊藤具英|ホクレン農業総合研究所 1065 1札幌市東区北6条東7丁目

11 1椛沢三次|渡島南部地区農業改良普及明 1049--111上磯郡知内町森越48ー196

" 1亀 岡敏彦|開発局土木試験所 1062 1札幌市豊平区平岸 1-3

" 1金川直人|道立中央農業試験場 1069-131 ;夕張郡長沼町北長沼東6線北15号

" 1菊池富治|南羊蹄地区農業改良普及所 1048-161虻田郡真狩村字光 39

新入|小泉 徹|道立滝川畜産試験場 1073 1滝川市東滝川 735

訂正|近藤知彦|道立十勝農業試験場 1082 I河西郡芽室町新生南9線 2
1/ I朽木太一|空知東部地区農業改良普及所1079--041滝川市江部乙町東 11丁目 5:-3
新入|劉 建新|北大農学部 1060 1札幌市北区北9条西 9丁目

訂正|松 田俊幸|空知中央地区農業改良普及所 1068 I岩見沢市並木町22

" 1三浦俊一|東紋西部地区農業改良普及所1099-041網走郡遠軽町大通り北1丁目

" I宮本正信|南羊蹄地区農業改良普及所 1048-161虻田郡真狩村字光 39
新入|森田 茂|北大農学部 1060 1札幌市北区北9条西9丁目

訂正|長沢 滋|措臨鵠農業改良普及所|伽241広尾郡広尾町字豊似市街

1/ 1納田瞭裕l十勝東部地区農業改良普及所 1083 1中川郡池田町西 2条4丁目
1/ 1小川 博|雨竜西部地区農業改良普及所 1078-261雨竜郡雨竜町6区

11 I小野瀬 勇|南根室地区農業改良普及所 1086-021野付郡別海町別海新栄町 4

新入|大居明 夫|十勝北部地区農業改良普及所 1080-011河東郡音更町大通 5丁目

" I大町一郎|ホクレン 1060 I札幌市中央区北4条西1丁目
" I大本昭弘|ホクレン北見支所 1090 1北見市とん回東町 617
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氏 名 勤 務 先 鞭醗| 勤 務 先 所 在 地

訂正奥村与八郎 上JII北部臨農業改良普及所|凹8-22 中川郡美深町敷島 121

H|斉藤利治 ホクレン旭川支所 070 旭川市宮下通 14丁目右 1号

グ佐藤正三 釧路西部地区農業改良普及所 088-03 白糠郡白糠町東 1条北 4丁目

新入 武田義嗣 ホクレン帯広支所 080 帯広市西 3条南 7丁目 14

訂正 武山友彦 (有)東戸蔦生産組合 089-13 河西郡中札内村東戸蔦

/1 滝沢 孝 桧山南部地区農業改良普及所 043 桧山郡江差町繊川村水堀 966

1/ 丹 代健男 北海道畜産会 001 札幌市北区北10条西4丁目畜産会館陀

1/ 谷 口 隆一 l日優ゼンヤク KK 065 札幌市東区北 22条東 9丁目

1/ 谷 口 哲夫 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町別海新栄町4

1/ 手 島正浩 酪農総合研究所 060 札幌市中央図七2条西7丁目酪農センター

富岡康裕十勝東北部地区農業改良普及所 089-37 足寄郡足寄町北1条4丁目 内• 訂正 土屋 馨道虫:t央農業詰験場岩見沢専技室 069-03 岩見沢市上幌向町

新入 鶴木雅子 酪農学園大学 069-01 江別市西野幌 582

1/ 筒 井静子 酪農学園大学 069-01 江別市西野幌 582

訂正 都築軍治 西紋西部地区農業改良普及所 098-16 紋別郡興部町泉町

1/ 上 田義彦 欄共済薬事札幌支庖 060 札幌市中央区南 1条西 25丁目

1/ 漆 戸英男 側ホクピ一室蘭工場 050 室関市崎守町 387-17 

新入 若浜有子 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

訂正 柳町 巌 酪農総合研究所 060 札幌市中列玄北2条西7丁目酪農センター

1/ 米内山昭和 北海学園北見大学 090 北見市北光町 235 内

1/ 吉 田慎治 南留萌地区農業改良普及所 077 留萌市高砂町

新入湯藤健治 道立天北農業試験場 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

会報定期購読者

氏 名 勤 務 先 勤 務 先 所 在 地

• 伊達藤紀夫 和歌山遺伝統計学研究所 和歌山県有田郡湯浅町字国 703

-幹事からのお願い・

住所・勤務先等が変りましたら支部幹事宛にご連絡下さL、。
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賛 助 百円 名 簿よh
Zミ

A 
3ミ 員 名 住郵便番号 所

( 5 口)

ホクレン農業協同組合連合会 1060.1札幌市中央区北4条西 1丁目

雪印乳業株式会社 1065 I札幌市東区苗穂町6丁目 36番地

( 4 口)

ホグレンくみあい飼料 I060 I札幌市中央区北 4条西 1丁目

サツラク農業協同組合 I065 I札幌市東区苗穂3丁目 40番地

( 3 口)

北海道ホルスタイン農業協同組合 I001 I札幌市北区北 15条西 5丁目

明治乳業株式会社札幌工場 I062 I札幌市白石区東札幌 1条 3丁目 4

全 農 札 幌 支 所 I060 I札幌市中央区南 1条西 10丁目

( 2 口)

旭油脂株式会社

デーリィマン社

北海道家畜改良事業団

北海道農業開発公社

北斗工販株式会社

井関農機株式会社営業札幌支庖

北原電牧株式会社

森永乳業株式会社北海道酪農事業所

MSK東急機械株式会社北海道支社

ニチロ畜産株式会社

日優ゼンヤク株式会社

日本農産工業株式会社北海道却苫

小野田リンカル販売株式会社

十勝農業協同組合連合会

有限会社内藤ビニール工業所

雪印食品株式会社札幌工場

雪印種苗株式会社

全国酪農業協同組合連合会札幌支所

• 
078-11 I旭川市東旭川町上兵村19番地

060 I札幌市中央区北4条西 13丁目

060 I札幌市中央区北4条西 1丁目北農会館

060 I札幌市中央区北 5条西6丁目農地開発センター内

060 I札幌市中央区北 2条西 3丁目札幌ビ、ル内

060 I札幌市中央区北 4条西 6丁目毎日札幌会館ピル

065 I札幌市東区北 19東4丁目

060 I札幌市中央区北2条西4丁目三井ピル

063 I札幌市西区発寒6条 13丁目 1-48

063 I札幌市西区手稲東 3北 5丁目 1-1 

065 I札幌市東区北22条東9丁目

047 I小樽市港町 5番 2号

060 I札幌市中央区北 3条西 1丁目ナショナルピル

080 I帯広市西 3条南7丁目農協連ピル

047 I小樽市緑 1丁目 29番8号

065 I札幌市東区苗穂町 6-36-145

062 I札幌市豊平区美園 2条 1丁目

060 I札幌市中央区北3条西 7丁目酪農センター

• 
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A 
Zミ 員 名 住郵便番号 所

( 1 口)

安立電気株式会社札幌支庖

安積炉紙株式会社札幌出張所

エーザイ株式会社札幌支庖

富士平工業株式会社札幌営業所

北海道日東株式会社

北海道草地協会

株式会社木村器械庖

060 I札幌市中央区南大通り西 5丁目昭和ピル

062 I札幌市豊平区平岸 3条 9丁目 10ー1第一恵信ピル

062 I札幌市白石区栄通4

001 I札幌市北区北6条西6丁目栗井ピル

062 I札幌市豊平区豊平3条3丁目美好ピル

060 I札幌市中央区北5条西6丁目農地開発センター内

060 I札幌市中央区北7条西 19丁目

_1株式会社土谷製作所 I065 I札幌市東区本町 2条 10丁目
株式会社酪農総合研究所

三井農林株式会社斜里事業所

森永乳業株式会社札幌支庖

長瀬産業株式会社札幌出張所

日本牧場設備株式会社北海道事業所

060 I札幌市中央区北大通西 9丁目協栄生命ピル 8F

099-41 I斜里郡斜里町旭日町

060 I札幌市中央区北2条西4丁目三井ピル

002 I札幌市北区篠路大平 16 5 - 1 

060 I札幌市中央区北 7条西 23丁目

日配飼料販売株式会社 I001 I札幌市北区北 9条西 4丁目エルムビル

ニップン飼料株式会社 I047 I小樽市色内3丁目 5番 1号

オリオ γ機械株式会社北海道事業部 I06ト01I札幌市豊平区平岡 306ー20 

酪農振興株式会社 I065 I札幌市東区北 8条東 18丁目

理工協産株式会社札幌営業所 I060 I札幌市中央区北6条西26丁目山京ピ、ル

三 幸商会

三楽オーシャン株式会社札幌工場

• 
063 I札幌市西区手稲東3南4丁目 13 

059一13I苫小牧市真砂町

月

t5
 



日本畜産学会北海道支部役員

任期:昭和58年 4月 1日~昭和60年3月 31日

o印:日本畜産学会評議員 (定員 10名)

支部長 。鈴 木 省
副支部長 。安 井 勉

評議員 0有馬俊六郎 o朝日田康司 藤田 裕 後藤計一

八戸芳夫 o針生程吉 入沢充穂 小崎正勝 • 工藤規雄 松井幸夫 松村 宏 O光本孝次

o三浦弘之 西埜 進 越智勝利 岡田光男

奥村純 小野 斉 大久保正彦 o大杉次男

大浦義教 首藤新 杉山英夫 o祐川金次郎

田辺安 鳶野 保 上山英 渡辺 寛

o遊佐孝五 吉岡八州男

監 事 平沢一志 及川 寛

幹 事 庶務 大久保正彦 新出陽一

会計 服部昭仁

• 
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日本畜産学会北海道支部細則

第 1 条 本支部は日本畜産学会北海道支部と称し、事務所を北海道大学農学部畜産学教室に置く。

ただし、場合により支部評議員会の議を経て他の場所に移すことができるo

第 2 条 本支部は畜産に関する学術の進歩を図り、併せて北海道に於ける畜産の発展に資する事を

目的とする。

第 3 条 本支部は正会員、名誉会員、賛助会員をもって構成する。

1. 正会員は北海道に在住する日本畜産学会会員と、第 2条の目的に賛同するものを言う。

2. 名誉会員は本支部会に功績のあった者とし、評議員会の推薦により、総会において決

定したもので、終身とする。

3. 賛助会員は北海道所在の会社団体とし、評議員会の議を経て決定する。• 第 4 条 本支部は下記の事業を行なう。1.総会 2. 講演会 3. 研究発表会 4. その他必要な事業

第 5条 本支部には下記の役員を置く。

支部長(日本畜産学会会員) 1名 副支部長 1名

評議員 若干名 監 事 2名

幹 事 若干名

第 6条 支部長は会務を総理し、本支部を代表する。副支部長は支部長を補佐し、支部長に事故あ

る時はその職務を代理する。評議員は本支部の重要事項を審議する。幹事は支部長の命を

受け、会務を処理する。監事は支部の会計監査を行なう。

第 7 条 支部長、副支部長、評議員及び監事は、総会において支部会員中よりこれを選ぶ。役員選

出に際して支部長は選考委員を選び、小委員会を構成せしめるo 小委員会は次期役員候補

者を推薦し、総会の議を経て決定する。幹事は支部長が支部会員中より委嘱するo 役員の

任期は 2年とし、重任は妨げなし、。但し、支部長及び副支部長の重任は 1回限りとする。

本支部に顧問を置くことが出来る。顧問は北海道在住の学識経験者より総会で推挙する。

総会は毎年1回聞く。但し、必要な場合には臨時にこれを開くことが出来る。

総会では会務を報告し、重要事項について協議するo

本支部の収入は正会員費、賛助会員費および支部に対する寄附金等から成る。但し、寄附

金であって、寄附者の指定あるものは、その指定を尊重する。

正会員の会費は年額2.000円とし、賛助会員の会費は 1口以上とし、 1口の年額は 5.000

円とする。名誉会員からは会費を徴収しなし、。

会費を納めない者及び、会員としての名誉を駿損するような事のあった者は、評議員会の

議を経て除名される。

本支部の事業年度は、 4月1日より翌年3月31日に終るo

本則の変更は、総会の決議による。(昭和56年9月3日改正)

第 8 条• 第 9 条第10条

第 11条

第12条

第 13条

第 14条

第15条
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日本畜産学会北海道支部表彰規定

第 1条 本支部は本支部会員にして北海道の畜産にかんする試験・研究およびその普及に顕著な業

績をあげたものに対し支部大会において「日本畜産学会北海道支部賞」を贈り、これを表

彰するo

第 2 条 会員は受賞に値すると思われるものを推薦することができる。

第 3 条支部長は、そのつど選考委員若干名を委嘱する。

第 4 条受賞者は選考委員会の報告に基づき、支部評議員会において決定する。

第 5 条 本規定の変更は、総会の決議による。

附則

この規定は昭和54年 10月1日から施行するo

申し合わせ事項

1. 受賞候補者を推薦しようとするものは毎年 3月末日までに候補者の職、氏名、対象となる業

績の題目、 2.000字以内の推薦理由、推薦者氏名を記入して支部長に提出する。

2. 受賞者の決定は5月上旬開催の支部評議会において行なう。

3. 受賞者はその内容を支部大会において講演し、かつ支部会報に発表するo

日本畜産学会北海道支部旅費規定

(昭和55年5月10日評議員会で決定)

旅費規程を次のように定める。

汽車賃 : 実費(急行または特急利用の場合はその実費)

日当: 1.500円

宿泊料: 5.000円

昭和55年度より適用する。ただし適用範囲は支部長が認めた場合に限るo

-60-
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• 日本畜産学会北海道支部会報第 26巻第 2号
会員領布(会費年 2，000円)

昭和 59年 3月 15日印刷
昭和 59年 3月20日発行

発行人 鈴木省三

発行所 日本畜産学会北海道支部
事 060 札幌市北区北9条西 9丁目

北海道大学農学部畜産学科内
振替口座番号小樽 5868
銀行口座番号 たくぎん札幌駅北口支庖

0012-085216 

印刷所 橘印刷株式会社
<w 001 札幌市北区北8条西 1丁目
電話札幌 (746)2513
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卒粕膏詰詰詰言詰包吉蒜宇ム

雪印の良J心心リ一ベンデ→レ
れ川原馴科桝右れij:Ltυ山j
j以I生正れ正せ/んi 
雪印IJ.、北海道の新鮮Ij

・見合原料tLた
濃縮託と生クグーム合
つかって

甘さを押えた、さわやかな味。

リーベコラ可bア似夕日

品質及び、生産性の向上に
ノ、ム・ソーセージ用ケーシン夕、

. ユニオンカーバイド社

食品添加剤
グリフィスネ土

各種食肉加工機械
ソーセージ自動充填機他

一一一ータウンセ'ントヰ土

スモークハウス一一一アルカ一社

自動整列機一一一一ウォーリック社

ハム結紫機一一一本州リーム社

冷凍肉プレス一一一一ベッチャ一社

その他

ハム・ソーセージ
造りに貢献して20年

~極東貿易株式会社
食品工業部・食品機械部

本 庖:東京都千代田区大手町2-1-1(新大手町ビル) 宮 03(244)3939 
大阪支庖:大阪市北区堂島 1-6-16(毎日大阪会舘北館) ft06 (244)1121 
札幌支唐:札幌市中央区南 l条西 3丁目 2 (大丸ヒ、ル) 包011(221 )3628 



飼育から販売まで
明日をめざす企業
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(有)道南ブアーム 北海道鹿部村

丸メ中央ミート(株) 北海道江別市
ニチイ江別唐・中央デパート庖

ニチイ千歳庖・江別農協庖
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豊かな生活を願って……。

.人々の健康、環境を考えた農薬をつくり続けます。

lt i昌三詫椋読書詰
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畜産生産に寄与

する独自のシステ

ム開発により、

経営の効率

化を目指し

.ていまホ6

• 

を応援しま訊

.乳牛飼養管理情報システム

・豚肉質改善情報システム

⑧農協・ホクレン・全農

:特殊土壌硬化剤t
⑮ 

土壌硬化剤を使ったパドックの改善

サンエイ開発株式会社
札幌市中央区北6条西26丁目28山京ビル



く〉営業品

汎用理化学機器・器具類

試験分析用機器・計測器

硬質硝子器及加工・化学薬品

目

• 

実験台・ドラフトチャンパー汎用理化学機器|ザルトリウス電子天秤

ヤマト科学株式会社|オリンパス顕微鏡
共通摺合器具・分析機器・環境測定器 l国産遠心器
柴田化学器械工業株式会社Tサンヨー電機・メデイカ KK
高感度記録計・ph計・電導度計・温度滴定装置|超低温フリーザー・フ。レハブ低温室

東E電波工業株式会社|一

藤島科学器械株式会社
干061 札幌市豊平区月寒東2条 18丁目 6番

電話 (011)代表 852-1177

北海道産業貢献賞受賞

マルヨシフレーク飼料
乳牛、肉牛、豚配合飼料製造、販売
畜産農場、食肉、加工、販売

• 社会
松
式
吉
株
川
業
吉
産

宮 01584② 3121
fi'01555@3229 
fi'01584② 5313 

取締役社長

本 社:紋別郡遠軽町大通北 2丁目
十勝出張所:中川郡幕別町明野 204
直営農場:紋別郡遠軽町 riiJ遠軽



~Jtヲー。遁赤外定量分析
|;非破壊・迅速l
MODEL 6350 

MODEL 51A 

食品・農産物・化学製品・医薬品等の各種目的物質

の定量測定及び基礎研究

-研究開発用のスキャニングモノク口メータ。成介に対するす

べての波長が介析用に評価かつ最適化できる。

• 9種の ASTが可能である。

-すべてのネオテックテイルテイングフィルタ計器にすぐに

インタフェースできる。

-すべてのプログラムが可能なミニコンビュータを備えている。

配合飼料などの複合製品のタンパク質・油介・水介

繊維等の定量測定

-回転式サンプルカップ:均質でない製品に見られるサンフル

のばらつきを大幅に消去できる。

・768の波長ポイン卜を選択できる 0

・5種のASTが可能である。

・フロッピィディスクを装備しているマイク口コンビュータタ

ーミナル(オプション)とインタフェースできる。

単体穀物のタンパク質・油介・水介等の定量測定

-ネオテックのASTを使い事前校正された日常分析用。

・ポータブルで軽量。 12V電源の選択も可能。

・グレイン介析用に FGISで承認済み。

・完全にダストシールされており，ファンをイ吏用していない。

近赤外計器のパイオニア Neotec Corporation 

北海道地区代理屈

議?フジヤ矢野科学株式会社
Nヨ W 065 札幌市東区北 6条東 2丁目 札幌総合卸センター

電話 (011)直通代表 741-1 5 1 1番
センタ一代表 721-1 1 6 1番



• 

• 


